
別記様式第１号の２ 

修文大学短期大学部収容定員関係学則変更届出書 

令和６年４月２５日 

文部科学大臣 殿 

学校法人修文学院  

理事長 吉田 真人  

 このたび、修文大学短期大学部の収容定員に係る学則を変更することについて、学校教

育法第４条第２項及び学校教育法施行令第２３条の２第１項の規定により、別紙書類を添

えて届け出いたします。 

なお、届出の上は、確実に届出に係る計画を履行いたします。 



備 考

計（ａ～ｄ）
（） （） （） （） （）

ｄ．基幹教員のうち，専ら当該大学の教育研究に従事す
　　る者以外の者又は当該大学の教育研究に従事し，か
　　つ専ら当該大学の複数の学部等で教育研究に従事す
　　る者であって，年間８単位以上の授業科目を担当
　　するもの（ａ，ｂ又はcに該当する者を除く） （） （） （） （） （）

ｃ．基幹教員のうち，専ら当該大学の教育研究に従事す
　　る者であって，年間８単位以上の授業科目を担当す
　　るもの（ａ又はｂに該当する者を除く） （） （） （） （） （）

小計（ａ～ｂ）
（） （） （） （） （）

ａ．基幹教員のうち，専ら当該学部等の教育研究に従事
　　する者であって，主要授業科目を担当するもの （） （） （） （） （）

ｂ．基幹教員のうち，専ら当該学部等の教育研究に従事
　　する者であって，年間８単位以上の授業科目を担当
　　するもの（ａに該当する者を除く） （） （） （） （）

幼児教育学科第一部
2人 0人 3人 0人 5人 0人 20人

（1） （0） （2） （0） （3） （0） （15）

家政関係

教育学・保育学
関係

教育学・保育学
関係

－

　　年　月
第　年次

令和7年4月
第1年次

令和7年4月
第1年次

令和7年4月
第1年次

－

－ 80
(100)

短期大学士
（家政学）

短期大学士
（教育学）

短期大学士
（教育学）

－

別記様式第２号（その１の１）
（用紙　日本産業規格Ａ４縦型）

基　本　計　画　書

基 本 計 画

事 項 記 入 欄

フ リ ガ ナ シュウブンダイガクタンキダイガクブ

大 学 の 名 称 修文大学短期大学部

大 学 本 部 の 位 置 愛知県一宮市日光町6番地

計 画 の 区 分 短期大学の収容定員に係る学則変更

フ リ ガ ナ ガッコウホウジンシュウブンガクイン

設 置 者 学校法人　修文学院

大 学 の 目 的

修文大学短期大学部（以下「本学」という。）は、学校基本法（平成18年法律第120号）および学校
教育法（昭和22年法律第26号）に則り、高等学校教育の基礎の上に、「国家・社会に貢献できる人
材の育成」という教育の基本理念に基づき、広く知識を授けるとともに、深く専門の学芸を教授研
究し、知識、道徳的及び応用的能力を展開し、もって平和社会に貢献できる人材を育成することを
目的とする。

新 設 学 部 等 の 目 的

修文大学短期大学部（生活文化学科・幼児教育学科第一部・幼児教育学科第三部）の入学定員充足
率の平均が０．７倍未満となっていることから，入学定員の見直しについて検討した結果、このこ
とに対する改善方策として、地域社会に果たす役割を再認識し、地域社会の量的ニーズに適合させ
た入学定員および収容定員に係る学則変更を行う。

新
設
学
部
等
の
概
要

新 設 学 部 等 の 名 称
修業
年限

入学
定員

編入学
定　員

収容
定員

－ 160
(200)

幼児教育学科第三部

学位 学位の分野
開設時期及
び開設年次

所在地

愛知県一宮市
日光町6番地

生活文化学科 2 80
(100)

幼児教育学科第一部 2 40
(50)

年 人 年次
人

人

教育
課程

新設学部等の名称
開設する授業科目の総数

卒業要件単位数
講義 演習

3 70
(80)

－ 210
(240)

計 －
190

(230)
－

450
(540)

実験・実習 計

科目 科目 科目 科目

同一設置者内における
変 更 状 況
（ 定 員 の 移 行 ，
名 称 の 変 更 等 ）

修文大学
　健康栄養学部管理栄養学科　定員減（△20）（令和7年4月）

単位

学部等の名称
基幹教員

助手
基幹教員以外の
教 員
（助手を除く）教授 准教授 講師 助教 計

新

設

生活文化学科
3人 1人 0人 2人

ｂ．基幹教員のうち，専ら当該学部等の教育研究に従事
　　する者であって，年間８単位以上の授業科目を担当
　　するもの（ａに該当する者を除く）

小計（ａ～ｂ）

ａ．基幹教員のうち，専ら当該学部等の教育研究に従事
　　する者であって，主要授業科目を担当するもの

（） （）

計（ａ～ｄ）

6人 2人 43人

（2） （１） （0） （2） （5） （2） （25）
大学設置基準別表第一
イに定める基幹教員数
の四分の三の数　4人

大学設置基準別表第一
イに定める基幹教員数
の四分の三の数　2人

大学設置基準別表第一
イに定める基幹教員数
の四分の三の数　5人

（） （） （） （） （）

（） （） （） （） （）

（） （） （）

（）

ｄ．基幹教員のうち，専ら当該大学の教育研究に従事す
　　る者以外の者又は当該大学の教育研究に従事し，か
　　つ専ら当該大学の複数の学部等で教育研究に従事す
　　る者であって，年間８単位以上の授業科目を担当
　　するもの（ａ，ｂ又はcに該当する者を除く） （） （） （）

ｃ．基幹教員のうち，専ら当該大学の教育研究に従事す
　　る者であって，年間８単位以上の授業科目を担当す
　　るもの（ａ又はｂに該当する者を除く） （） （） （） （）

（） （）

（） （） （） （） （）

（）
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計（ａ～ｄ）
（） （） （） （） （）

ｄ．基幹教員のうち，専ら当該大学の教育研究に従事す
　　る者以外の者又は当該大学の教育研究に従事し，か
　　つ専ら当該大学の複数の学部等で教育研究に従事す
　　る者であって，年間８単位以上の授業科目を担当
　　するもの（ａ，ｂ又はcに該当する者を除く） （） （） （） （） （）

小計（ａ～ｂ）
（） （）

ｃ．基幹教員のうち，専ら当該大学の教育研究に従事す
　　る者であって，年間８単位以上の授業科目を担当す
　　るもの（ａ又はｂに該当する者を除く） （） （） （） （） （）

（） （） （） （） （）

大学事務局

財務施設課

図書館司書

学生の健康管理
看護師

幼児教育学科第三部
3人 1人 5人 0人 9人 0人 22人

（0） （1） （5） （0） （6） （0） （17）

ａ．基幹教員のうち，専ら当該学部等の教育研究に従事
　　する者であって，主要授業科目を担当するもの

（） （）

分

（）

計
8人 2人 9人 0人 20人

（） （） （）

2人 87人

（3） （2） （7） （0） （13） （2） （57）

（） （）

ｂ．基幹教員のうち，専ら当該学部等の教育研究に従事
　　する者であって，年間８単位以上の授業科目を担当
　　するもの（ａに該当する者を除く）

（） （） （） （） （） （） （）

ａ．基幹教員のうち，専ら当該学部等の教育研究に従事
　　する者であって，主要授業科目を担当するもの

（） （） （） （） （）

（）

ｄ．基幹教員のうち，専ら当該大学の教育研究に従事す
　　る者以外の者又は当該大学の教育研究に従事し，か
　　つ専ら当該大学の複数の学部等で教育研究に従事す
　　る者であって，年間８単位以上の授業科目を担当
　　するもの（ａ，ｂ又はcに該当する者を除く） （） （） （）

ｂ．基幹教員のうち，専ら当該学部等の教育研究に従事
　　する者であって，年間８単位以上の授業科目を担当
　　するもの（ａに該当する者を除く）

小計（ａ～ｂ）

大学設置基準別表第一
イに定める基幹教員数
の四分の三の数　○○
人

（） （） （） （） （）

（） （） （） （） （）

ｃ．基幹教員のうち，専ら当該大学の教育研究に従事す
　　る者であって，年間８単位以上の授業科目を担当す
　　るもの（ａ又はｂに該当する者を除く） （） （） （） （）

（） （）

計（ａ～ｄ）
（） （） （） （） （）

（） （） （） （） （） （） （）
大学設置基準別表第一
イに定める基幹教員数
の四分の三の数　○○
人

（） （） （） （） （）
ａ．基幹教員のうち，専ら当該学部等の教育研究に従事
　　する者であって，主要授業科目を担当するもの

ｂ．基幹教員のうち，専ら当該学部等の教育研究に従事
　　する者であって，年間８単位以上の授業科目を担当
　　するもの（ａに該当する者を除く） （） （） （） （） （）

（）

ｃ．基幹教員のうち，専ら当該大学の教育研究に従事す
　　る者であって，年間８単位以上の授業科目を担当す
　　るもの（ａ又はｂに該当する者を除く） （） （） （）

小計（ａ～ｂ）
（） （） （） （）

（） （）

ｄ．基幹教員のうち，専ら当該大学の教育研究に従事す
　　る者以外の者又は当該大学の教育研究に従事し，か
　　つ専ら当該大学の複数の学部等で教育研究に従事す
　　る者であって，年間８単位以上の授業科目を担当
　　するもの（ａ，ｂ又はcに該当する者を除く） （） （） （） （） （）

計

合 計
8人 2人 9人 0人 20人

既

設

分

計（ａ～ｄ）
（） （） （） （） （）

（） （） （） （） （） （） （）

2人 87人

（3） （2） （7） （0） （13） （2） （57）

職 種 専　　属 その他 計

事 務 職 員
32人 0人 32人

(12)

図 書 館 職 員
1人 0人 1人

（1） （0） （1）

（0） （12）

技 術 職 員
1人 0人 1人

（0） （0） （0）

指 導 補 助 者
0人 0人 0人

（0） （0） （0）

そ の 他 の 職 員
1人 0人 1人

（1） （0） （1）

計
33人 2人 35人

（13） （1） （14）

4,279.62㎡ 38,270.66㎡

校

地

等

区 分 専　　用 共　　用
共用する他の
学校等の専用

計

22,907.97㎡

修文大学短期大
学部(必要面積
4,650㎡)と共用
(収容定員540

人)

4,441.33㎡

合 計 2,501.69㎡ 31,489.35㎡

修文大学短期大
学部(必要面積
5,400㎡)と共用
(収容定員540

人)

校 舎 敷 地 2,501.69㎡ 8,581.38㎡ 4,279.62㎡ 15,362.69㎡

そ の 他 0㎡ 22,907.97㎡ 0㎡

教 室 ・ 教 員 研 究 室 教 室 室 教 員 研 究 室 室

校 舎

専　　用 共　　用
共用する他の
学校等の専用

計

9,817.37㎡ 10,743.69㎡ 25,002.39㎡

（4,441.33㎡） （9,817.37㎡） （10,743.69㎡） （25,002.39㎡）
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生活文化学科

幼児教育学科第一部

幼児教育学科第三部

令和6年4月1日
現在

看護学部 4 100 － 400 1.08 平成28
年度

学士
（栄養学）

学士
（看護学）

〔　　〕　 〔　　〕　 〔　　〕　

標本

〔うち外国書〕 電子図書 〔うち外国書〕 電子ジャーナル

冊 〔うち外国書〕

（　　〔　　〕） （　　〔　　〕） （　　〔　　〕） （　　〔　　〕） （ ） （　 　　）

種 〔うち外国書〕 点 点

図書 学術雑誌 機械・器具

〔　　〕　

スポーツ施設等
スポーツ施設 講堂 厚生補導施設

㎡ ㎡ ㎡

（　　〔　　〕） （　　〔　　〕） （　　〔　　〕） （　　〔　　〕） （ ） （　 　　）
計

〔　　〕　 〔　　〕　 〔　　〕　 〔　　〕　

図
書
・
設
備

新設学部等の名称

経費
の見
積り
及び
維持
方法
の概
要

経費
の見
積り

区　分 開設前年度 第１年次 第２年次

図 書 購 入 費 1,222千円 -千円 -千円

共同研究費等 -千円 -千円

500千円

1,210千円 1,010千円

950千円 750千円

第３年次 第４年次 第５年次 第６年次

教員１人当り研究費等 200千円 200千円 -千円 -千円 -千円 -千円

-千円 -千円 -千円 -千円

-千円 -千円 -千円 -千円

設 備 購 入 費 -千円 -千円 -千円 -千円 -千円

500千円

学生納付金以外の維持方法の概要

-千円 -千円

学生１人当り
納付金

第１年次 第２年次 第３年次 第４年次 第５年次 第６年次

700千円

既
設
大
学
等
の
状
況

大 学 等 の 名 称 修文大学

学 部 等 の 名 称
修業
年限

入学
定員

編入学
定　員

収容
定員

学位又
は称号

収 容 定 員
充 足 率

80 － 320 0.46 平成20
年度

医療科学部

開設
年度

所　在　地

年 人 年次
人

人

4 80 － 320 0.83学士
（臨床検査学）

愛知県一宮市
日光町6番地

健康栄養学部 4

　ポーツ施設等」及び「経費の見積もり及び維持方法の概要」の欄に記入せず，斜線を引くこと。

６　「教育課程」の欄の「実験・実習」には，実技も含むこと。

７　空欄には，「－」又は「該当なし」と記入すること。

２　「新設分」及び「既設分」の備考の「大学設置基準別表第一イ」については、専門職大学にあっては「専門職大学設置基準別表第一イ」、短期大学

　にあっては「短期大学設置基準別表第一イ」，専門職短期大学にあっては「専門職短期大学設置基準別表第一イ」にそれぞれ読み替えて作成すること。

３「既設分」については，共同学科等に係る数を除いたものとすること。

４　私立の大学の学部又は短期大学の学科の収容定員に係る学則の変更の届出を行おうとする場合は，「教育課程」，「教室・教員研究室」，「図書・

　設備」及び「スポーツ施設等」の欄に記入せず，斜線を引くこと。

５　大学等の廃止の認可の申請又は届出を行おうとする場合は，「教育課程」，「校地等」，「校舎」，「教室・教員研究室」，「図書・設備」，「ス

倍

附属施設の概要 なし

（注）

１　共同学科の認可の申請及び届出の場合，「計画の区分」，「新設学部等の目的」，「新設学部等の概要」，「教育課程」及び「新設分」の欄に記入

　せず，斜線を引くこと。

令和2
年度

既
設
大
学
等
の
状
況

大 学 等 の 名 称 修文大学短期大学部

学 部 等 の 名 称
修業
年限

入学
定員

編入学
定　員

収容
定員

学位又
は称号

収 容 定 員
充 足 率

開設
年度

所　在　地

年 人
年次

人
人 倍

愛知県一宮市
日光町6番地

昭和44
年度

令和6年4月1日
現在

生活文化学科 2 100 - 200
短期大学士
（家政学）

0.69
昭和30
年度

幼児教育学科第一部 2 50 - 100
短期大学士
（教育学）

0.23
昭和37
年度

幼児教育学科第三部 2 80 - 210
短期大学士
（教育学）

0.86
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学校法人 修文学院 設置認可等に関わる移行表 

修文大学

令和 6 年度 令和 7年度 

修文大学短期大学部 

令和 6 年度 令和 7年度 

学 部 

学 科 

入学 

定員 
⇒ 

収容 

定員 

健康栄養学部 

管理栄養学科 
80 ⇒ 320 

看護学部 

看護学科 
100 ⇒ 400 

医療科学部 

臨床検査学科 
80 ⇒ 320 

計 260 ⇒ 1,040 

学 部 

学 科 

入学 

定員 
⇒ 

収容 

定員 
変更の事由 

健康栄養学部 

管理栄養学科 
60 ⇒ 240 

入学定員変更（△20） 

令和 7年 4月 

看護学部 

看護学科 
100 ⇒ 400 

医療科学部 

臨床検査学科 
80 ⇒ 320 

計 240 ⇒ 960 

学 部 

学 科 

入学 

定員 
⇒ 

収容 

定員 

生活文化学科 100 ⇒ 200 

幼児教育学科 

第一部 
50 ⇒ 100 

幼児教育学科 

第三部 
80 ⇒ 240 

計 230 ⇒ 540 

学 部 

学 科 

入学 

定員 
⇒ 

収容 

定員 
変更の事由 

生活文化学科 80 ⇒ 160 
入学定員変更（△20） 

令和 7 年 4 月 

幼児教育学科 

第一部 
40 ⇒ 80 

入学定員変更（△10） 

令和 7 年 4 月 

幼児教育学科 

第三部 
70 ⇒ 210 

入学定員変更（△10） 

令和 7 年 4 月 

計 250 ⇒ 450 

基本計画書4



1.都道府県内における位置関係の図面

校地校舎等の図面 1 

 

 犬山校地（15,557.00㎡） 
・愛知県犬山市大字今井字喜八洞 89

修文大学 
修文大学短期大学部 

木曽川校地（6,698.97㎡） 
・一宮市奥町堤下一 43-2
修文大学
修文大学短期大学部 

一宮校地（16,014.69㎡） 
・愛知県一宮市日光町 6番地

修文大学 
修文大学短期大学部 



校地校舎等の図面 2 

2.最寄り駅からの距離や交通機関がわかる図面

修文大学 一宮キャンパス（愛知県一宮市日光町 6）へのアクセスマップ

最寄り駅から本学への経路（距離：1.5km、名鉄バス乗場より一宮女学園行定期バスで 5分） 最寄り ICから本学への経路（距離＝2km、車で 5分） 

通学圏主要都市から修文大学への所要時間について 

校舎等配置図 

修 文 大 学 

修文大学短期大学部 

尾張一宮駅 

名鉄一宮駅 

一宮西 IC 

修 文 大 学 

修文大学短期大学部 



3. 校舎、運動上等の配置図

4km. 22km.
所要時間　学園バス10分 所要時間　学園バス30分

修 文 大 学   校 地 配 置 図

一宮校地、木曽川校地、犬山校地
校地合計＝　38,270.66㎡

２，４００㎡

５，０００㎡

基準校地面積

３，２００㎡
４，０００㎡修文大学

健康栄養学部
看護学部
医療科学部

１４，６００㎡
修文大学短期大学部

大学・短大部合計

一宮校地

16,014.69㎡

修 文 大 学 （本部）

修文大学短期大学部

一宮市日光町6

犬山校地

15,557.00㎡

犬山市大字
今井字喜八道89

木曽川校地
6,698.97㎡

一宮市奥町堤下
一43-2

校地校舎等の図面 3



校地校舎等の図面 4 

3.(1) 校舎、運動場等の配置図 

修文大学 一宮キャンパス 建物構造・面積一覧 

大学建物 面積（㎡） 構造 区分 用途 権利所属 

5号館 3,821.38 鉄筋コンクリート造 4階建 大学・短大共用棟 教室、研究室、学生ホール等 自己所有 

7号館 7,489.87 鉄骨鉄筋コンクリート造 8階建 大学・短大共用棟 研究室、教室、図書館、体育館、食堂等 自己所有 

8号館 4,396.54 鉄筋コンクリート造 4階建 大学・短大共用棟 教室、医務室、事務室等 自己所有 

9号館 3,643.00 鉄骨鉄筋コンクリート造 5階建 大学共用棟 教室、研究室等 自己所有 

10号館 3,788.38 鉄骨造 5階建 大学共用棟 教室、研究室等 自己所有 

11号館 1,925.00 鉄骨造 5階建 新学部専用棟 教室、研究室等 自己所有 

学生会館 273.33 鉄筋コンクリート造 2階建 大学・短大共用棟 学生ホール等 自己所有 

大学共用 

1



校地校舎等の図面 5 

3.(2) 木曽川グラウンド（自己所有 6,698.97 ㎡） 

・一宮市奥町堤下一 43-2 他 20 筆【修文大学・修文大学短期大学部共用】



校地校舎等の図面 6 

3.(3) 犬山校地（自己所有 15,557.00 ㎡） 

・愛知県犬山市大字今井字喜八洞 89

総面積　23,729.65㎡

修文大学・修文大学短期大学部

共用(15,557.75㎡)

89-109

89-155

89-103

89-108

89-107

89-104

89-105

89-106

校地
8,171.90m2

校地
4,879.33m2

校地
3,388.42m2

校地
7,290.00m2

((15,5

57.00

㎡



Ｎ

バス停【修文学院】

日光川

修文学院高等学校

正門

修文大学附属
一宮幼稚園

テニスコート

P6駐車場

P7駐車場

8号館
（本館）

7号館
（吉田記念館）

修　文　大　学
修文大学短期大学部

9号館 10号館

学生
会館

11号館

5号館

12号館
園舎 遊戯室

P5駐車場

弓
道
場

P1,P2駐車場
P3駐車場 P4駐車場

３号館

１号館
４号館
体育館

高校運動場

高校
図書館

６号館

修文学院 校舎配置図

２号館

一宮駅方面

校地校舎等の平面図 7



 ４．校舎の平面図  5号館

UP

UP

UP

UP

UP

UP

UP

UP

大学専用
短期大学部専用
大学と短期大学部共用

調理実習室（2）
【5114】

131.44㎡

更衣室（3）
【5111】

倉
庫

学生会室
【5211】
27.50㎡

製菓実習室
【5214】

209.60㎡

製菓準備室
【5213】43.5㎡

竹内・清水・池村

研究室
 【5105】
33.12㎡

倉  庫

調理実習室(1)
【5112】

131.44㎡

調理準備室
【5113】 53.55㎡

WC
【男・女】

研究室
【5405】
33.12㎡

講義室
【5203】
66.24㎡

更衣室
【5207】
33.12㎡

倉庫
【5209】

倉庫
【5210】

造形表現室
【5312】
92.74㎡

WC
【男・女】

更衣室【5212】33.00㎡

講義室
【5204】
66.24㎡

研究室
【5205】
33.12㎡

WC
【女】

ドライルーム9.9㎡

大学祭実行
委員会室
【5311】
27.50㎡

№11

研究室
【5305】
33.12㎡

講義室
【5304】
99.37㎡

図画工作室
【5407】
92.10㎡

幼児教育
実習指導室

【5303】
33.12㎡

№10

ピアノレッスン室　102.68㎡WC
【女】

８号館
に連絡

研
究
室

研
究
室

研
究
室

研
究
室

倉庫
【5107】
31.12㎡

↑ピアノ室

学生控室
（第2学生ホール）

【5101】
147.26㎡

倉
庫

更衣室（1）
【5109】
33.12㎡

学生支援センター

【5102】
33.12㎡

学生支援センター
【5103】
99.37㎡

売店
【5106】
68.25㎡

更衣室（2）
【5110】
33.12㎡

３  階

２  階

リズム室
【5201】

236.00㎡

８号館
に連絡

８号館
に連絡

１  階

研究室
【5306】
33.12㎡
三沢

研究室
【5302】
33.12㎡
髙橋

ピアノレッスン
（ＭＬ）室
【5301】

157.33㎡

№2

４  階

図画工作
準備室
【5406】
33.12㎡

ピアノレッスン室　198.74㎡

音楽室
【5401】

157.33㎡

№1 №7 №8№3 №4 №5 №6

研究室

【5108

研究室 研究室 研究室

校地校舎等の平面図 8



 7号館

→8号館に連絡

廊下

↓9号館に連絡

→8号館に連絡

廊下

→8号館に連絡

廊下

15.64㎡

廊下

倉庫

図 書 館
608.47㎡

４  階

講義室
【7406】
73.50㎡

吹抜

吹抜

9
号
館

に
連
絡

WC【男・女】

秘書実務
接遇室
【7405】
43.40㎡

秘書実務
実習室
【7405】
57.00㎡

和室
【7405】
56.54㎡

書庫

講義室
【7401】

147.00㎡

EV

EV

EV

３  階

事務室
整理室

大学専用

非
常

階
段

非
常

階
段

非
常

階
段

講義室
【7403】
73.50㎡

学生自習室
105.59㎡

更衣室
11.07㎡

図書館
357.63㎡

受付

館長室

機械室 体　　育　　館
（屋内運動場）

492.07㎡

更衣室

講義室
【7404】
73.50㎡

資料室

資料
整理室

WC【男・女】

WC【男・女】

吹抜

AV
ｺｰﾅｰ

更衣室
79.33㎡

書庫
操作室

吹抜
観覧席
99.81㎡

資料室

学生控室
108.26㎡

学生控室
157.20㎡

風除湿

エ
ン
ト
ラ
ン
ス

ホ
ー

ル

倉庫

風除
室
（2）

↓

１０

号
館
連
絡
通
路

２  階

１  階

短期大学部専用

大学と短期大学部共用

倉庫

風除室
（1）

休憩室

食    堂
249.36㎡

食品庫
（1）

食品庫
（2）

ｗｃ

厨  房
自販機
ｺｰﾅｰ

器具庫

EV
WC【男・女】

低
圧
高
圧
受
電
室

キ
ュ
ー
ピ
ク
ル

校地校舎等の平面図 9



 7号館

廊下

廊下

廊下

廊下

大学と短期大学部共用

【7702】
研究室
24.16㎡

５  階

短期大学部専用

大学専用

湯沸室
【7802】

大会議室
【7803】

161.72㎡

倉庫

大講義室

161.72㎡
（8F部分）

WC
【男・女】

マルチメディア室
【7501】

153.90㎡

大講義室
【7708】

100.45㎡
（7F部分）

Ｗ・Ｃ
【男】

Ｗ・Ｃ
【女】

中会議室
【7801】
67.44㎡

EV

EV

EV

EV

【7613】
研究室
27.10㎡

【7608】
研究室
24.17㎡

６  階

７  階

８  階

【7709】
研究室
24.16㎡

【7707】
研究室
27.10㎡

【7706】
研究室
24.17㎡

【7705】
研究室
24.16㎡

【7704】
研究室
24.16㎡

【7703】
研究室
24.17㎡

Ｗ・Ｃ
【男・女】

サーバー室
【7506】
37.30㎡

パソコン教室№2
【7503】

152.03㎡

パソコン教室№1
【7502】

152.03㎡

Ｗ・Ｃ
【男・女】

湯沸室

【7622】
研究室
27.10㎡

【7621】
研究室
24.17㎡

【7620】
研究室
24.16㎡

【7612】
研究室
24.17㎡

【7611】
研究室
24.16㎡

【7610】
演習室
36.25㎡

【7609】
研究室
24.16㎡

【7711】
研究室
27.10㎡

【7710】
研究室
24.17㎡

非
常

階
段

非
常

階
段

【7605】
研究室
24.17㎡

【7619】
研究室
26.05㎡

【7618】
研究室
24.17㎡

研究室・情報処理準備室
【7505】
50.67㎡

非
常

階
段

【7614】
研究室
26.99㎡

【7615】
研究室
24.17㎡

倉庫
【7701】
応接室
38.43㎡

湯沸室

W・C
【男・女】

【7607】
研究室
24.16㎡

【7606】
研究室
24.16㎡

【7602】
研究室
24.17㎡

【7603】
研究室
24.16㎡

【7616】
研究室
24.16㎡

【7617】
研究室
24.16㎡

パソコン実習室
【7504】
50.91㎡

【7601】
研究室
26.99㎡

非
常

階
段

【7604】
研究室
24.16㎡

校地校舎等の平面図 10



 8号館

UP

DN

UP

DN

UP

DN

WC
【男・女】

講義室
【8406】

130.79㎡

大学専用

４  階

講義室
【8304】
66.25㎡

２  階

学長室
33.12㎡

講義室
【8206】
33.12㎡

WC
【男・女】

印刷室
19.47㎡

倉庫

７号館
に

連絡

１  階

倉庫

放送室
13.60㎡

７号館に
連絡

演習室
【8303】
33.12.㎡

講義室
【8209】
66.25㎡

演習室
【8307】
31.41㎡

講義室
【8301】
99.37㎡

７号館に
連絡

講義室
【8203】
66.25㎡

非常勤
講師室
【8201】
33.12㎡

講義室
【8210】
64.54㎡

医務室
【8202】
66.25㎡

講義室
【8204】
99.38㎡

講義室
【8208】
66.25㎡

講義室
【8404】

157.34㎡

３  階

講義室
【8305】

157.34㎡

準備室
【8308】
43.82㎡

７号館に
連絡

学生相談室
【8407】43.82㎡

WC
【男・女】

講義室
【8306】

165.62㎡

５号館に
連絡

講義室
【8302】
99.37㎡

講義室
【8401】

132.50㎡

  生   活   介   護   実   習   室
【8403】

165.72㎡

講義室
【8405】
66.25㎡

機械室管理課
分室

21.27㎡

法人事務局
157.34㎡

学院長室

33.12㎡
理事長室
66.25㎡

５号館に
連絡

WC
【男・女】

教員室
【8211】
43.82㎡

講義室
【8207】

157.34㎡

５号館へ
連絡

大学・短大事務局
132.50㎡

会議室
66.25㎡

短期大学部専用
大学と短期大学部共用

風除室
公

衆

電

話

玄関ホール

機
械

応接室

校地校舎等の平面図 11



 9号館

UP

↓17.20㎡

UP

↑8.00㎡

UP

DN

非常階段⇒
非常口へ UP DN

UP

DN

非常階段⇒
非常口へ UP DN

倉庫
EV ENT 学部長室

【9120】
24.66㎡

給食経営管理
実習食堂
【9119】

175.00㎡

多目的WC

WC
【男・女】

学部事務室
【9121】
39.34㎡

大学専用

１ 階
短期大学部専用
大学と短期大学部共用

給食経営管理
実習洗浄室

【9117】
40.28㎡

研究室
【9109】
21.80㎡ 給食経営管理

実習調理室
【9112】
62.00㎡

調理学実習室
食品加工実習室

【9104】
177.00㎡

更衣室
【9105】

更衣室
【9106】
11.70㎡

更衣室
（2）

【9110】
9.72㎡

通
路調理学実習

準備室
【9107】
17.35㎡

研究室
【9101】
22.14㎡

食品加工実習
準備室
【9102】
17.49㎡

食品加工
実習食品

庫

【9103】
5.90㎡

廊下 給食経営管理
実習盛付配膳室
【9118】29.40㎡

非
常 階

段調理学実習
食品庫 【9108】

物置
非常口

２  階

給食経営管理実習
準備室【9114】12.48㎡

給食経営管理
実習下処理室

【9116】
42.00㎡

前室
【9111】 給食経営管理

実習検収室
【9113】
14.40㎡

給食経営管理
実習食品庫

【9115】
13.20㎡

栄養教育論実習室
公衆栄養学実習室

【9203】
111.06㎡ 更衣室

【9204】
39.96㎡

非
常 階

段

３  階

EV

EV

ベ　ラ　ン　ダ

WC
【男・女】

研究室
【9201】
30.77㎡ 研究室

【9205】
36.58㎡

研究室
【9206】
36.88㎡

研究室
【9207】
30.62㎡ 臨床栄養学実習室

応用栄養学実習室
【9208】

153.64㎡

栄養教育論実習準備室
公衆栄養学実習準備室

【9202】20.85㎡

廊下

WC
【男・女】

精密機器室
【9301】
43.28㎡ 研究室

【9306】
32.12㎡

研究室
【9307】
32.12㎡

食品学
実験準備室

【9308】
32.03㎡ 食品学実験室

【9309】
101.60㎡

廊下

生化学実験室
基礎栄養学実験室

【9302】
120.00㎡

生化学実験
基礎栄養学実験

準備室
【9303】
25.03㎡

天秤室
【9304】
25.75㎡

共同実験室
【9305】
46.11㎡

非
常 階

段

校地校舎等の平面図 12



 9号館

UP

DN

7号館に連絡

非常階段⇒  
UP UP DN

UP

DN

←7.71㎡

UP DN

４  階
短期大学部専用
大学と短期大学部共用

EV

大学専用

廊下

生物化学分析検査学実験室
【9402】

114.00㎡

測定機器室
【9403】
29.00㎡

セミナー室
【9404】
24.00㎡

非
常 階

段

WC
【男・女】

更衣室
【9401】
21.58㎡

研究室
【9405】
34.75㎡

セミナー室
【9406】
35.93㎡

機械室
培養室
【9407】
30.30㎡ 血液学・一般検査学実験室

【9408】
103.73㎡

非
常 階

段

５  階

EV

WC
【男・女】

研究室
【9501】
32.85㎡ 研究室

【9506】
37.00㎡

解剖生理学
実験準備室

【9507】
30.20㎡

動物飼育室
【9511】
24.00㎡

解剖生理学実験室
食品衛生学実験室

【9508】
145.45㎡

非
常 階

段

廊　下

研究室
【9502】
31.27㎡ 動物実験室

【9510】
27.38㎡研究室

【9503】
31.27㎡ 前室

【9509】
演習室
【9504】
45.00㎡

更衣室
【9505】
20.20㎡

バルコニー
　非常階段⇒

校地校舎等の平面図 13



 10号館

ホール・廊下

廊下

廊下

1  階

UP

風除室

階段

洗濯室
【10205】
13.1㎡階段

寝台用EV

準備室②
【10206】
16.7㎡

UP

女子更衣室
【10201】
113.2㎡

教室1
【10104】
124.3㎡

教室2
【10105】
124.4㎡

大学専用

非常勤講師室
【10103】
50.4㎡

短期大学部専用

大学と短期大学部共用

非
常
階
段

3  階

基礎・成人看護実習室
【10203】
407.8㎡

非
常
階
段

倉庫
【10204

】

準備室①
【10202】
33.9㎡

WC 【男・女】

看護支援
センター
【10106】
31.1㎡

会議室
【10102】
50.4㎡

2  階

受

水

槽

印刷室
【10109】
12.2㎡

女子更衣室
【10107】
26.7㎡

男子更衣室
【10108】
24.5㎡

寝台用EV

PS/EPS

PS/EPS

WC 【男・女】

管理室
【10101】
16.4㎡

非
常
階
段

母性・小児看護習室
【10308】
166.1㎡

WC 【男・女】

演習室4
【10304】
24.2㎡

研究室1
【10305】
24.2㎡

演習室5
【10310】
26.4㎡

演習室6
【10311】
26.4㎡

演習室1
【10301】
48.5㎡

研究室2
【10306】
24.2㎡

研究室3
【10307】
24.2㎡

演習室7
【10312】
26.4㎡

UP

演習室2
【10302】
24.2㎡

階段

PS/EPS

演習室3
【10303】
24.2㎡

準備室
【10309】
43.7㎡

←

７
号
館
連
絡
通
路

寝台用EV
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 10号館

廊下

廊下

5  階

PS/EPS

研究室10
【10407】
24.2㎡

公衆衛生看護教室
【10409】
52.8㎡

研究室4
【10401】
24.3㎡

研究室5
【10402】
24.2㎡

研究室6
【10403】
24.2㎡

研究室7
【10404】
24.2㎡

研究室8
【10405】
24.2㎡

UP
寝台用EV

WC 【男・女】
階段

4  階

非
常
階
段

研究室23
【10514】
26.4㎡

研究室24
【10515】
26.4㎡

会議室
【10520】
57.2㎡

老年・在宅・公衆衛生・精神
看護実習室

【10408】
263.3㎡

研究室27
【10518】
26.4㎡

研究室28
【10519】
26.4㎡

非
常
階
段

研究室9
【10406】
24.2㎡

研究室22
【10512】
24.3㎡

研究室20
【10510】
24.2㎡

研究室21
【10511】
24.2㎡

研究室19
【10509】
24.2㎡

階段

研究室18
【10508】
24.2㎡

研究室12
【10502】
24.2㎡

研究室13
【10503】
24.2㎡

研究室14
【10504】
24.2㎡

研究室15
【10505】
24.2㎡

研究室17
【10507】
24.2㎡

研究室16
【10506】
29.2㎡

研究室25
【10516】
26.4㎡

研究室26
【10517】
26.4㎡

PS/EPS

WC 【男・女】 印刷室
【10513】

UP
寝台用EV

研究室11
【10501】
24.3㎡

短期大学部専用

大学専用

大学と短期大学部共用
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 11号館 

WC
【女】

準備室
【11302】

36.38㎡㎡

病理学研究室
【11303】
32.34㎡

病理学実験室
【11304】
43.10㎡

EPS

EVWC
【男】

階
段

UP

廊下

形態系実習室
【11301】
149.49㎡

ホール

DN

3  階 屋外非常階段

WC
【女】

準備室
【11202】
41.05㎡

共同研究室・培養室
【11203】
44.18㎡

印刷室
EPS

EVWC
【男】

UP

男子
更衣室
【11204】
21.79㎡

廊下

生物化学系実習室
【11201】
143.44㎡

ホール

階
段

DN

2  階 屋外非常階段

階
段

風除室ホール

DN
消火栓

ポンプ室UP

WC
【多目的】

EPS

収納

EV
15人WC

【女】
WC
【男】

講義室
【11101】
143.44㎡

廊下

セミナー室
【11102】
41.06㎡

女性更衣室
【11103】
50.41㎡

1  階 屋外非常階段
大学専用
短期大学部専用
大学と短期大学部共用
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 11号館 

WC
【女】

微生物学
研究室
【11502】
30.09㎡

免疫学
研究室
【11504】
33.23㎡

公衆衛生学
研究室
【11505】
32.05㎡

公衆衛生学
実験室
【11506】
46.24㎡

EPS

免疫学
実験室
【11503】
42.40㎡

EV

DN

微生物学実験室
【11501】
55.33㎡

廊下

ホール

WC
【男】

階
段

5  階 屋外非常階段

WC
【女】

生理学研究室
【11402】
32.05㎡

生理学実験室
【11403】
46.24㎡

EPS

DN

UP

EVWC
【男】

階
段

廊下

生理学系実習室
【11401】
192.50㎡

ホール

4  階 屋外非常階段

校地校舎等の平面図 17



 学生会館

大学専用
短期大学部専用
大学と短期大学部共用

1  階

ホール

通路他　31.51㎡

2  階

ホール
学生会館2階

155.63㎡
122席

階段 階段

3  階

WC
【男・女】

階段 階段

学生会館1階
96.53㎡
78席

通
路

屋上階段 階段

7号館

階段

連絡通路

↓
10号館へ

2.校地校舎等の平面図 18



（1）5号館　（鉄筋コンクリート造　4階建）：床面積3,821.38㎡

5101 学生控室（第2学生ホール） 78人 147.260 147.260
5102 学生支援センター（学生活動支援） 33.120 33.120
5103 学生支援センター（キャリア支援） 99.370 99.370
5105 研究室(幼教実習数指導室) 1人 33.120 33.120
5106 売店 68.250 68.250
5107 学生支援センター準備室(倉庫) 31.120 31.120
5109 更衣室（1）（調理室） 90人 33.120 33.120
5110 更衣室（２）（調理室） 90人 33.120 33.120
5111 更衣室（３）（調理室） 42人 19.130 19.130
5112 調理実習室（1） 52人 131.440 131.440
5113 調理準備室 53.550 53.550
5114 調理実習室（2） 40人 127.520 127.520

廊下突当 倉庫 16.100 16.100
*** 便所　W．Ｃ　【男・女】 47.110 47.110
*** 階段・廊下 204.350 204.350

*** 1,077.680 0.000 447.100 630.580 0.000
5201 リズム室 50人 236.000 236.000
5203 講義室 50人 66.240 66.240
5204 講義室 50人 66.240 66.240
5205 製菓研究室 1人 33.120 33.120
5207 更衣室（リズム室） 66人 33.120 33.120
5209 倉庫（製菓） 14.210 14.210
5210 倉庫（清掃） 14.210 14.210
5211 学生会室 27.500 27.500

5211横 便所　W．Ｃ　【女】 38.740 38.740
5212 更衣室（製菓） 84人 33.000 33.000
5213 製菓準備室 43.500 43.500
5214 製菓実習室 42人 209.600 209.600

5212横 ドライルーム 9.900 9.900
5214横 倉庫 11.200 11.200

*** 階段・廊下 250.200 250.200
*** 1,086.780 0.000 809.080 277.700 0.000

5301 ピアノレッスン（ML）室 51人 157.330 157.330
5302 研究室 1人 33.120 33.120
5303 幼児教育研究室(音楽非常勤) 1人 33.120 33.120
5304 講義室 96人 99.370 99.370
5305 研究室 1人 33.120 33.120
5306 研究室 1人 33.120 33.120
5307 研究室 1人 14.300 14.300
5308 研究室 1人 14.300 14.300
5309 研究室 1人 14.300 14.300
5310 研究室 1人 14.300 14.300
5311 大学祭実行委員会室 27.500 27.500
5312 造形表現室 54人 92.740 92.740
*** 便所　W．Ｃ　【男・女】 38.740 38.740
*** 階段・廊下 223.100 223.100

*** 828.460 0.000 539.120 289.340 0.000
5401 音楽室 52人 157.330 157.330
5405 研究室 1人 33.120 33.120
5406 図画工作準備室(研究室) 33.120 33.120
5407 図画工作室 50人 92.100 92.100
ピアノ ﾋﾟｱﾉﾚｯｽﾝ室（No.1～No.8） 198.740 198.740
ピアノ ﾋﾟｱﾉﾚｯｽﾝ室（No10～No.11） 102.680 102.680
*** 便所　W．Ｃ　【女】 40.390 40.390
*** 階段・廊下他 170.980 170.980

*** 828.460 0.000 828.460 0.000 0.000
*** 3,821.380 0.000 2,623.760 1,197.620 0.000

2

階

小計

3

階

小計

4

階

小計

5
号
館

（
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー

ト
造

陸
屋
根

4
階
建

）

5号館合計

館 階 部屋番号 名　　称
収　容
人　数

面　積 基準外

１

階

小計

大学専用
短期大学部専

用

大学
短期大学部

共用
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（2）7号館　（鉄骨鉄筋コンクリート造　8階建）：床面積7,482.87㎡

ｴﾝﾄﾗﾝｽ 風除室（1） 31.763 31.763
ｴﾝﾄﾗﾝｽ 倉庫 18.438 18.438
ｴﾝﾄﾗﾝｽ エントランスホール 74.057 74.057
ｴﾝﾄﾗﾝｽ 倉庫 29.270 29.270
学生ﾎｰﾙ 学生控室（学生ホール） 72人 157.202 157.202
学生ﾎｰﾙ 学生控室（学生ホール） 64人 108.257 108.257
学生ﾎｰﾙ 風除室（2） 17.492 17.492

食堂 食堂 380人 249.357 249.357
食堂 自販機 19.555 19.555
食堂 厨房 61.200 61.200
食堂 食品庫（1） 6.705 6.705
食堂 食品庫（2） 10.484 10.484
食堂 休憩室 14.708 14.708
食堂 便所 4.396 4.396
食堂 通路 6.095 6.095

体育館 体育館 492.074 492.074
体育館 器具庫 99.347 99.347
体育館 機械室(7号館西外から入る) 52.342 52.342
外部 屋外休憩所 7.200 7.200
*** 便所　W．Ｃ　【男・女】 36.202 36.202
*** ELV ﾎｰﾙ PS 廊下 階段 151.913 151.913
*** 階段室（物置） 10.773 10.773

*** 1,658.830 0.000 0.000 1,658.830 0.000
図書館 館長室 20.140 20.140
図書館 事務室・整理室 20.140 20.140
図書館 図書館 155席 357.628 357.628
図書館 書庫 32.937 32.937
自習室 学生自習室 72人 105.592 105.592
体育館 更衣室（体育館） 138人 79.322 79.322
体育館 観覧席 100人 99.812 99.812
体育館 操作室 15.959 15.959

*** PS（更衣室横） 13.328 13.328
資料室 資料室(総務課倉庫) 15.947 15.947
更衣室 職員更衣室 11.070 11.070

*** ELV ﾎｰﾙ PS 廊下 階段 261.717 261.717
*** 便所　W．Ｃ　【男・女】 39.598 39.598

*** 1,073.190 0.000 0.000 1,073.190 0.000
図書館 図書館 (155席) 608.466 608.466
図書館 書庫 66.432 66.432

資料整理室 資料整理室 23.823 23.823
資料室 資料室(教務課倉庫) 15.834 15.834
倉庫 倉庫 10.518 10.518
*** 便所（M・W） 38.706 38.706
*** ＥＬＶ ホール ＰＳ 廊下 階段 167.121 167.121

*** 930.900 0.000 0.000 930.900 0.000
7401 講義室 128人 147.000 147.000
7403 講義室 64人 73.500 73.500
7404 講義室 64人 76.477 76.477
7405 和室 20人 56.544 56.544
7405 秘書実務実習室 57.000 57.000
7405 秘書実務接遇室 43.397 43.397
7406 講義室 64人 73.500 73.500
*** 更衣室（介護実習） 15.637 15.637
*** 便所　W．Ｃ　【男・女】 36.628 36.628
*** ELV ﾎｰﾙ PS 廊下 階段 287.510 287.510

*** 867.193 370.477 172.578 324.138 0.000
7501 マルチメディア室 50人 153.900 153.900
7502 パソコン教室　No.1 50人 152.025 152.025
7503 パソコン教室　No.2 50人 152.025 152.025
7504 パソコン実習室 20人 50.911 50.911
7505 講義室(情報処理準備室) 30人 50.666 50.666
7506 情報処理準備室(サーバー室) 37.295 37.295
*** 便所　W．Ｃ　【男・女】 43.729 43.729
*** ELV ﾎｰﾙ PS 廊下 階段 143.909 143.909

*** 784.460 0.000 0.000 784.460 0.000

館 階 部屋番号 名　　称

4
階

小計

収　容
人　数

面　積 大学専用
短期大学部専

用

大学
短期大学部

共用
基準外

5
階

小計

7
号
館

（
鉄
骨
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー

ト
造

陸
屋
根

8
階
建

）

1
階

小計

2
階

2
階

小計

3
階

小計

校地校舎等の図面　20



7601 研究室 1人 26.992 26.992
7602 研究室 1人 24.172 24.172
7603 研究室 1人 24.164 24.164
7604 研究室 1人 24.164 24.164
7605 研究室 1人 24.172 24.172
7606 研究室 1人 24.164 24.164
7607 研究室 1人 24.164 24.164
7608 研究室 1人 24.172 24.172
7609 研究室 1人 24.164 24.164
7610 研究室 4人 36.250 36.250
7611 研究室 1人 24.164 24.164
7612 研究室 1人 24.172 24.172
7613 研究室 1人 27.101 27.101
7614 研究室 1人 26.992 26.992
7615 研究室 1人 24.172 24.172
7616 研究室 1人 24.164 24.164
7617 研究室 1人 24.164 24.164
7618 研究室 1人 24.172 24.172
7619 研究室 1人 26.049 26.049
7620 研究室 1人 24.164 24.164
7621 研究室 1人 24.172 24.172
7622 研究室 1人 27.101 27.101
*** 湯沸室 5.602 5.602
*** 便所　W．Ｃ　【男・女】 23.690 23.690
*** ELV ﾎｰﾙ PS 廊下 階段 177.430 177.430

*** 763.887 385.064 172.101 206.722 0.000
7701 応接室 38.425 38.425
7702 研究室 1人 24.164 24.164
7703 研究室 1人 24.172 24.172
7704 研究室 1人 24.164 24.164
7705 研究室 1人 24.164 24.164
7706 研究室 1人 24.172 24.172
7707 研究室 1人 27.101 27.101
7708 大講義室（7F） 234人 100.450 100.450

7708横 倉庫 113.931 113.931
7709 研究室 1人 24.164 24.164
7710 研究室 1人 24.172 24.172
7711 研究室 1人 27.101 27.101
*** 便所　西　W．Ｃ　【男・女】 36.833 36.833
*** 便所　中　W．Ｃ　【男・女】 36.522 36.522
*** 湯沸室 9.536 9.536
*** ELV ﾎｰﾙ PS 廊下 階段 204.759 204.759

*** 763.830 0.000 223.374 540.456 0.000
7801 中会議室 67.438 67.438
7802 湯沸室 15.344 15.344
7803 大会議室 198.045 198.045

大講義 大講義室（8F） (234人) 161.717 161.717
倉庫 倉庫(大会議室より入る) 17.898 17.898
*** 便所　W．Ｃ　【男・女】 38.363 38.363
*** ELV ﾎｰﾙ PS 廊下 階段 148.775 148.775

*** 647.580 0.000 0.000 647.580 0.000
*** 7,489.870 755.541 568.053 6,166.276 0.000

7
階

小計

8
階

小計
7号館1～8階合計

6
階

小計

7
号
館

（
鉄
骨
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー

ト
造

陸
屋
根

8
階
建

）

校地校舎等の図面　21



（3）8号館　（鉄筋コンクリート造　4階建）：床面積4,396.54㎡

印刷室 印刷室 19.474 19.474
放送室 放送室 13.650 13.650
校務室 大学・短大事務局 132.496 132.496
学長室 学長室 33.124 33.124

理事長室 理事長室 66.248 66.248
学院長室 (相談役室)学院長室 33.124 33.124

法人 法人事務局 157.339 157.339
倉庫 倉庫(教務課用) 16.562 16.562

応接室 応接室 16.562 16.562
会議室 会議室 66.248 66.248

*** 便所　W．Ｃ　【男・女】 33.124 33.124
財務施設課 財務施設課分室 21.270 21.270

機械室 機械室 57.126 57.126
*** 連絡通路・階段・廊下 339.253 339.253
*** 玄関・ホール 198.760 198.760

*** 1,204.360 0.000 0.000 869.253 335.107
8201 非常勤講師室 33.124 33.124
8202 医務室 66.248 66.248
8203 講義室 49人 66.248 66.248
8204 講義室 70人 99.372 99.372
8206 入試準備室 33.124 33.124
8207 講義室 94人 157.339 157.339
8208 講義室 49人 66.248 66.248
8209 講義室 49人 66.248 66.248
8210 講義室 49人 64.537 64.537
8211 教員室 43.816 43.816
*** 便所　W．Ｃ　【男・女】 33.124 33.124
*** 連絡通路・階段・廊下 370.032 370.032

*** 1,099.460 0.000 596.932 502.528 0.000
8301 講義室 99人 99.372 99.372
8302 講義室 99人 99.372 99.372
8303 更衣室(準備室) 33.124 33.124
8304 講義室 40人 66.248 66.248
8305 講義室 150人 157.339 157.339
8306 講義室 120人 165.620 165.620
8307 準備室(倉庫) 31.413 31.413
8308 準備室 43.816 43.816
*** 便所　W．Ｃ　【男・女】 33.124 33.124
*** 連絡通路・階段・廊下 370.040 370.040

*** 1,099.468 275.684 356.083 467.701 0.000
8401 講義室 108人 132.496 132.496
8403 生活介護実習室 165.720 165.720
8404 講義室 157.339 157.339
8405 講義室 48人 66.248 66.248
8406 講義室 99人 130.785 130.785
8407 学生相談室 43.816 43.816
*** 便所　W．Ｃ　【男・女】 33.124 33.124
*** 階段・廊下 263.720 263.720

*** 993.248 356.083 296.505 340.660 0.000
*** 4,396.536 631.767 1,249.520 2,180.142 335.107
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（4）9号館　（鉄骨鉄筋コンクリート造　5階建）：床面積3,643.00㎡

9101 食品加工学研究室 1人 22.140 22.140
9102 食品加工実習準備室 17.490 17.490
9103 食品加工実習食品庫 5.900 5.900
9104 調理学実習室食品加工実習室 44人 177.000 177.000
9105 更衣室（1）　54人分 54人 17.200 17.200
9106 更衣室[旧調理学研究室] 1人 11.700 11.700
9107 調理学実習準備室 17.350 17.350
9108 調理学実習食品庫 8.000 8.000
9109 給食経営管理研究室　№1 1人 21.800 21.800
9110 更衣室（2）　48人分 48人 9.720 9.720
9111 前室 4.000 4.000
9112 給食経営管理実習調理室 22人 62.000 62.000
9113 給食経営管理実習検収室 14.400 14.400
9114 給食経営管理実習準備室 12.680 12.680
9115 給食経営管理実習食品庫 13.200 13.200
9116 給食経営管理実習下処理室 42.000 42.000
9117 給食経営管理実習洗浄室 40.280 40.280
9118 給食経営管理実習盛付配膳室 29.400 29.400
9119 給食経営管理実習食堂 100人 175.000 175.000
9120 研究室[旧学部長室] 24.660 24.660
9121 研究室[旧学部事務室] 39.340 39.340
*** 物置
*** 便所　W．Ｃ　【男・女】
*** 階段・EV・PS
*** ホール・廊下・通路

*** 954.000 954.000 0.000 0.000 0.000
9201 栄養教育研究室 1人 30.770 30.770

9202
栄養教育論実習準備室
応用栄養学実習準備室
公衆栄養学実習準備室

20.850 20.850

9203
栄養教育論実習室
応用栄養学実習室
公衆栄養学実習室

44人 111.060 111.060

9204 更衣室　276人分 276人 39.960 39.960
9205 公衆栄養学研究室 1人 36.580 36.580
9206 臨床栄養学研究室　№1 1人 36.880 36.880
9207 臨床栄養学実習研究室 1人 30.620 30.620
9208 臨床栄養学実習室 44人 153.640 153.640
*** 便所　W．Ｃ　【男・女】
*** 階段・EV・PS
*** ホール・廊下

*** 698.480 698.480 0.000 0.000 0.000
9301 精密機器室 43.280 43.280
9302 生化学・基礎栄養学実験室 44人 120.000 120.000
9303 生化学・基礎栄養学実験準備室 25.030 25.030
9304 天秤室 25.750 25.750
9305 共同実験室 46.110 46.110
9306 研究室 1人 32.120 32.120
9307 研究室 2人 32.120 32.120

9308
食品学実験準備室
調理科学実験準備室

32.030 32.030

9309
食品学実験室
調理科学実験室

44人 101.600 101.600

*** 便所　W．Ｃ　【男・女】
*** 階段・EV・PS
*** ホール・廊下

*** 700.280 700.280 0.000 0.000 0.000
9401 更衣室　135人分 135人 21.580 21.580
9402 生物化学分析検査学実験室 44人 114.000 114.000
9403 測定機器室 29.000 29.000
9404 セミナー室1 12人 24.000 24.000
9405 臨床化学研究室 1人 34.750 34.750
9406 セミナー室2 12人 35.930 35.930
9407 機器室・培養室 30.300 30.300
9408 血液学・一般検査学実験室 44人 103.730 103.730
*** 便所　W．Ｃ　【男・女】
*** 階段・EV・PS
*** ホール・廊下・連絡通路

*** 657.810 657.810 0.000 0.000 0.000
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9501 共同研究室 4人 32.850 32.850
9502 研究室 1人 31.270 31.270
9503 研究室 1人 31.270 31.270
9504 演習室 25人 45.000 45.000
9505 更衣室　108人分 108人 20.200 20.200
9506 研究室 2人 37.000 37.000
9507 解剖生理学実験準備室 30.200 30.200
9508 解剖生理学実験室 44人 145.450 145.450
9509 前室 7.710 7.710
9510 動物実験室 27.380 27.380
9511 動物飼育室 24.000 24.000
*** 便所　W．Ｃ　【男・女】
*** 階段・EV・PS
*** ホール・廊下・バルコニー

*** 632.430 632.430 0.000 0.000 0.000
*** 3,643.000 3,643.000 0.000 0.000 0.000

9
号
館
　

（
鉄
骨
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー

ト

造
　
5
階
建

）

5
階

200.100

小計
9号館合計

200.100

校地校舎等の図面　24



（5）10号館　（鉄骨造　5階建）：床面積3,788.38㎡

10101 管理室 16.400 16.40
10102 看護助手室[旧会議室] 16人 50.400 50.40
10103 看護助手室[旧非常勤講師室] 18人 50.400 50.40
10104 教室1 200人 248.700 248.70
10105 (10104と10105統合)
10106 看護支援センター 31.100 31.10
10107 女子更衣室 84人 26.700 26.70
10108 男子更衣室 24.100 24.10
10109 更衣室(旧印刷室) 12.300 12.30

*** ホール・廊下・階段・便所・EV・ポンプ室他 279.730 279.73
739.830 739.83 0.00 0.00 0.00

10201 女子更衣室 324人 113.200 113.20
10202 準備室① 33.900 33.90
10203 基礎・成人看護実習室 55人 407.800 407.80
10204 倉庫 6.600 6.60
10205 洗濯室 13.100 13.10
10206 準備室② 16.700 16.70

*** 廊下・階段・便所・EV他 148.530 148.53
739.830 739.83 0.00 0.00 0.00

10301 演習室1 20人 48.500 48.50
10302 演習室2 12人 24.200 24.20
10303 演習室3 12人 24.200 24.20
10304 演習室4 12人 24.200 24.20
10305 研究室1 24.200 24.20
10306 研究室2 24.200 24.20
10307 研究室3 24.200 24.20
10308 母性・小児看護実習室 55人 166.100 166.10
10309 母性・小児看護実習準備室 43.700 43.70
10310 演習室5 1人 26.400 26.40
10311 演習室6 1人 26.400 26.40
10312 演習室7 1人 26.400 26.40

*** 廊下・階段・便所・EV・渡廊下他 346.360 346.36
829.060 829.06 0.00 0.00 0.00

10401 研究室4 1人 24.300 24.30
10402 研究室5 1人 24.200 24.20
10403 研究室6 1人 24.200 24.20
10404 研究室7 1人 24.200 24.20
10405 研究室8 1人 24.200 24.20
10406 研究室9 1人 24.200 24.20
10407 研究室10 1人 24.200 24.20
10408 老年・在宅・公衆衛生・精神看護実習室 55人 263.300 263.30
10409 公衆衛生看護教室 30人 52.800 52.80

*** 廊下・階段・便所・EV他 254.230 254.23
739.830 739.83 0.00 0.00 0.00

10501 研究室11 1人 28.600 28.60
10502 研究室12 1人 24.200 24.20
10503 研究室13 1人 24.200 24.20
10504 研究室14 1人 24.200 24.20
10505 研究室15 1人 24.200 24.20
10506 研究室16 1人 24.200 24.20
10507 研究室17 1人 24.200 24.20
10508 研究室18 1人 24.200 24.20
10509 研究室19 1人 24.200 24.20
10510 研究室20 1人 24.200 24.20
10511 研究室21 1人 24.200 24.20
10512 研究室22 1人 24.300 24.30
10513 印刷室 16.900 16.90
10514 研究室23 1人 26.400 26.40
10515 研究室24 1人 31.100 31.10
10516 研究室25 1人 26.400 26.40
10517 研究室26 1人 26.400 26.40
10518 研究室27 2人 26.400 26.40
10519 研究室28 12人 26.400 26.40
10520 会議室 16人 52.800 52.80

*** 廊下・階段・便所・EV他 212.130 212.13
739.830 739.83 0.00 0.00 0.00

*** 3,788.380 3,788.380 0.000 0.000 0.000
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（6）11号館（鉄骨造　5階建）：床面積1925.00㎡

11101 講義室 84人 143.440 143.44
11102 セミナー室 16人 41.060 41.06
11103 女子更衣室 50.410 50.41

男性WC 11.710 11.71
女性WC 19.610 19.61
多目的WC 4.000 4.00

*** ホール・廊下・階段・EV・ポンプ室他 114.770 114.77
385.000 385.00 0.00 0.00 0.00

11201 生物化学系実習室 48人 143.440 143.44
11202 準備室 41.050 41.05
11203 共同研究室・培養室 44.180 44.18
11204 男子更衣室 21.790 21.79

印刷室 6.410 6.41
男性WC 11.870 11.87
女性WC 15.840 15.84

*** 廊下・階段・EV他 100.420 100.42
385.000 385.00 0.00 0.00 0.00

11301 形態系実習室 48人 149.490 149.49
11302 準備室 36.380 36.38
11303 病理学研究室 1人 32.240 32.24
11304 病理学実験室 8人 43.100 43.10

男性WC 11.870 11.87
女性WC 15.840 15.84

*** 廊下・階段・EV他 96.080 96.08
385.000 385.00 0.00 0.00 0.00

11401 生理学実習室 45人 192.500 192.50
11402 臨床生理学研究室 1人 32.050 32.05
11403 臨床生理学実験室 8人 46.240 46.24

男性WC 11.870 11.87
女性WC 15.840 15.84

*** 廊下・階段・便所・EV他 86.500 86.50
385.000 385.00 0.00 0.00 0.00

11501 微生物学実験室 14人 55.330 55.33
11502 微生物学研究室 1人 30.090 30.09
11503 免疫学実験室 8人 42.400 42.40
11504 免疫学研究室 1人 33.230 33.23
11505 公衆衛生学研究室 1人 32.050 32.05
11506 公衆衛生学実験室 8人 46.240 46.24

男性WC 11.870 11.87
女性WC 15.840 15.84

*** 廊下・階段・EV他 117.950 117.95
385.000 385.00 0.00 0.00 0.00

*** 1,925.000 1,925.00 0.000 0.00 0.00

（7）学生会館　（鉄骨造　2階建）：床面積273.33㎡

1階 学生控室(学生会館) 80人 117.710 117.71 0.00
117.710 117.71 0.00

2階 学生控室(学生会館) 120人 155.620 155.62 0.00
155.620 155.62 0.00
273.330 0.00 0.00 273.33 0.00

*** 25,337.496 10,743.688 4,441.333 9,817.368 335.107
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学  則

令和 7 年度 

修文大学短期大学部 



修文大学短期大学部 学則 

 第 1章  総則 

（目的） 

第１条 本学は、教育基本法並びに学校教育法の定めるところに従い、修文学院の設置

目的である国家、社会に貢献する人材を育成することを基本目的として、一般教

養と密接な関連の下に深く専門の学芸を教授研究し、職業又は実際生活に必要な

能力を養う大学教育を施し、円満な人格と豊かな情操を涵養し、平和社会の福祉

に貢献することのできる社会に有為な人材を育成することを目的とする。 

２  本学の設置する各学科における人材の養成に関する目的その他教育研究の目的

については別に定める。 

（目的達成と評価） 

第２条 本学は、教育水準の向上を図り、前条の目的及び社会的使命を達成するため、

教育研究活動等の状況について自ら点検及び評価を行い、その結果を公表するも

のとする。 

２ 本学は、教育研究等の総合的な状況について、学校教育法施行令第 40条で定める

期間ごとに、文部科学大臣の認定を受けた認証評価機関による評価を受けるもの

とする。 

３ 前項の点検及び評価を行うにあたっての項目の設定、実施体制については別に定

める。 

（教育内容等の改善） 

第３条 本学は、授業内容及び方法の改善を図るための委員会を設け、研修及び研究を

行うものとする。 

２ 前項の委員会については、別に定める。 

第 2 章 学科、学生定員及び修業年限 

（学科、教育研究上の目的及び学生定員） 

第４条 本学に、次の学科を置く。 

 生活文化学科 

 幼児教育学科第一部 

 幼児教育学科第三部 

２ 学科の人材育成並びに教育研究上の目的は、次のとおりとする。 

  生活文化学科 

生活文化学科は、衣食住を基盤に、より質の高い生活や文化の創造を目指して、

学則1



教育研究を行い、生活者としての高い教養と専門的な知識・技能を授け、加えて

社会人に必要なマナー教育を施し、以て社会に貢献できる人材を育成することを

目的とする。 

  幼児教育学科第一部 

  幼児教育学科第三部 

幼児教育学科は、幼児の教育・保育に必要な教育研究を行い、専門の知識、技

術、技能を授け、加えて社会人として求められるマナー教育を施し、専門職とし

ての倫理観、指導力等の保育実践力を備えた幼稚園教諭・保育士を養成し、以て

社会に貢献できる人材を育成することを目的とする。 

３ 本学において設置する学科及び学生定員は次のとおりとする。 

学 科 入学定員 収容定員 

生活文化学科 80名 160名 

幼児教育学科第一部 40名 80名 

幼児教育学科第三部 70名 210名 

計 190名 450名 

（修業年限及び在学年限） 

第 5条 生活文化学科及び幼児教育学科第一部の修業年限は 2年とする。ただし、幼児

教育学科第三部（以下、第三部という）は 3年とする。 

   ２ 生活文化学科及び幼児教育学科第一部は 4年、第三部は 6年を超えて在学すること

はできない。 

    第 3章 学年，学期及び休業日 

（学年） 

第６条 学年は 4月 1日に始まり、翌年 3月 31日に終わる。 

（学期） 

第７条 学年を次の 2学期に分ける。 

前学期   4 月 1日から 9月 30日まで 

後学期  10 月 1日から翌年 3月 31日まで 

２ 必要がある場合は、学長は、各学期の期間を変更し、定めることができる。 

（休業日） 

第８条 休業日は次のとおりとする。 

日曜日 

国民の祝日に関する法律に規定する休日 

夏期、冬期、春期休業日に関しては、別に定める本学の学年暦による。 
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２ 学長が必要と認めたときは、前項の休業日を変更し、又は臨時の休業日を定めるこ

とができる。 

３ 学長が必要と認めたときは、休業日においても授業を行うことができる。 

（授業期間） 

第９条 1年間の授業を行う期間は、定期試験等の期間を含め、35週とする。 

    第 4章 入学、退学及び休学 

（入学の時期） 

第 10条 入学の時期は、毎学年の始めとする。 

（入学資格） 

第 11条 本学に入学することのできる者は、次の各号の一に該当する者とする。 

(1) 高等学校または中等教育学校を卒業した者

(2) 通常の課程による 12 年の学校教育を修了した者（通常の課程以外の課程により、

これに相当する学校教育を修了した者を含む）

(3) 外国において、学校教育における 12年の課程を修了した者、又はこれに準ずる者

で文部科学大臣の指定した者

(4) 文部科学大臣が高等学校の課程と同等の課程を有するものとして認定した在外教

育施設の当該課程を修了した者

(5) 専修学校の高等課程（修業年限が 3年以上であることその他の文部科学大臣が定

める基準を満たすものに限る。）で文部科学大臣が別に指定するものを文部科学

大臣が定める日以後に修了した者

(6) 文部科学大臣の指定した者

(7) 高等学校卒業程度認定試験規則により文部科学大臣の行う高等学校卒業程度認定

試験に合格した者（廃止前の大学入学資格検定規程による大学入学資格検定に合

格した者を含む。）

(8) その他、相当の年齢（18 歳）に達し、高等学校卒業者と同等以上の学力があると

本学が認めた者

（入学の出願） 

第 12条 本学に入学を志願する者は、本学所定の書類に検定料を添えて提出しなければな

らない。提出の時期、方法、提出すべき書類等については別に定める。 

（入学者の選考） 

第 13条 前条の入学志願者については、別に定めるところにより、選考を行う。 
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（入学手続き及び入学許可） 

第 14条 前条の選考の結果に基づき合格の通知を受けた者は所定の期日までに、誓約書そ

の他本学所定の書類を提出するとともに、所定の入学料を納付しなければならない。 

   ２ 学長は、前項の入学手続きを完了した者に入学を許可する。 

 

（転入学、転学） 

第 15条 本学に転入学を志望する者があるときは、欠員のある場合に限り選考の上、相当

年次に入学を許可することがある。 

   ２ 前項の規定により、入学を許可された者の既に修得した授業科目及び単位数の取扱

い並びに在学すべき年数については、教授会の意見を聴いて学長が決定する。 

   ３ 本学から他の大学へ転学しようとする者は、その理由を付した願書を学長に提出し、

その許可を受けなければならない。 

 

（退学） 

第 16条 疾病その他やむを得ない事由により退学しようとする者は、その理由を付した願

書を学長に提出し、その許可を受けなければならない。 

 

（休学） 

第 17条 疾病その他やむを得ない事由により３ヶ月以上就学することのできない者は、そ

の理由を付した願書を学長に提出し、その許可を受けて休学することができる。 

   ２ 前項の事由が疾病である場合は、医師の診断書を添付しなければならない。 

   ３ 疾病のため修学することが適当でないと認められる者については、学長は休学を命

ずることができる。 

 

（休学の期間） 

第 18条 休学の期間は１年を超えることはできない。ただし、特別の事由がある場合は、

引き続き更に１年まで延長することができる。 

   ２ 休学の期間は通算して２年を超えることはできない。 

   ３ 休学の期間は、第 5条第２項の在学年限に算入しない。 

 

（復学） 

第 19条 休学期間中にその事由が消滅した場合は、学長の許可を得て復学することができ

る。 

 

（再入学） 

第 20条 願いにより本学を退学した者が、退学後２年以内に再入学を希望するときは、選
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考の上入学を許可することがある。 

   ２ 前項の場合、退学前に取得した授業科目の単位の全部又は一部をすでに取得したも 

のとして認めることがある。この認定は、教授会の意見を聴いて学長が行う。 

 

（除籍） 

第 21条 次の各号の１に該当する者は、教授会の意見を聴いて学長が除籍する。 

(1) 第５条第２項に定める在学年限を超えた者 

(2) 第 18条第３項に定める休学の期間を超えてもなお修学できない者 

(3) 学納金の納付を怠り、督促しても納付しない者 

(4) 長期間にわたり行方不明の者 

(5) 死亡した者 

 

    第５章 教育課程 

（教育課程及び授業科目） 

第 22条 本学の教育課程は、基礎教養科目と専門教育科目に区分し、これを必修科目と選

択科目に分け、各年次に配当して編成する。 

 

（教職等に関する授業科目） 

第 23条 前条に定めるもののほか、教育職員免許状、保育士資格等の資格を取得する者の

ために必要な授業科目を置く。 

 

（授業科目及び単位数） 

第 24条 本学において開設する授業科目及び単位数は別表１～別表 4のとおりとする。 

 

（履修方法） 

第 25条 学生は、各学年の始めに履修希望の授業科目を登録しなければならない。 

   ２ 学生は、前項により登録した授業科目以外の授業科目を履修し単位を取得すること

はできない。 

   ３ 学生が各年次にわたって適切に授業科目を履修するため、卒業の要件として修得す

べき単位数について、1 年間に履修科目として登録することができる単位数の上限

は、49 単位とする。 

 

（単位の計算） 

第 26条 各授業科目の単位数は、1単位の授業科目を 45時間の学修を必要とする内容を持

って構成することを標準とし、授業の方法に応じ、当該授業による教育効果、授業

時間外に必要な学修等を考慮して、次の基準により計算するものとする。 
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(1) 講義については、15時間ないし 30時間の授業をもって１単位とする。 

(2) 演習については、15時間ないし 30時間の授業をもって１単位とする。 

(3) 実験、実習及び実技については、30 時間ないし 45 時間の授業をもって１単位とす

る。 

(4) 卒業研究については、本学の定める適切な方法で学修の成果を評価して単位数を定

める。 

 

（単位の授与） 

第 27条 授業科目を履修し、その試験に合格した者には、所定の単位を与える。ただし、

全授業時数の 3分の 2以上出席したものに限る。 

   ２ 試験の方法は、筆記、口述、実技、論文などの方法による。 

 

（学習の評価） 

第 28条 試験等の評価はＡ・Ｂ・Ｃ・Ｄをもって表わし、Ｃ以上を合格とする。 

 

（他の短期大学又は大学における授業科目の履修等） 

第 29条 本学は、教育上有益と認めるときは、学生が他の短期大学又は大学において履修

した授業科目について修得した単位を、15 単位を超えない範囲で本学で履修し修

得したものとみなすことができる。 

   ２ 前項の規定は、学生が外国の短期大学又は大学に留学する場合に準用する。この場

合修得したものとみなすことのできる単位数は、前項及び第 30 条第 2 項の単位数

と合わせて 30単位を超えないものとする。 

 

（短期大学又は大学以外の教育施設等における学修） 

第 30条 本学は、教育上有益と認めるときは、学生が行う短期大学又は高等専門学校の専

攻科における学修その他文部科学大臣が別に定める学修を、本学における授業科

目の履修とみなし、単位を与えることができる。 

   ２ 前項により与えることができる単位数は、前条第 1項により修得したものとみなし

た単位数と合わせて 15単位を超えないものとする。 

 

（入学前の既修得単位の認定） 

第 31条 本学は、教育上有益と認めるときは、学生が入学する前に短期大学又は大学にお

いて履修した授業科目について修得した単位を、入学後の本学における授業科目

の履修により修得したものとみなすことができる。 

   ２ 前項の与えることができる単位数は、転学等の場合を除き 15 単位を超えないもの

とする。 
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    第 6章 卒業等 

（卒業の要件） 

第 32条 本学を卒業するためには、生活文化学科及び幼児教育学科第一部は 2年、第三部

は 3年以上在学し、次の 1号から 2号までの定めるところにより 62単位以上を修

得しなければならない。 

(1) 基礎教養科目  12単位以上 

(2) 専門教育科目  48単位以上 

 

（卒業） 

第 33条 本学に生活文化学科及び幼児教育学科第一部は 2年、第三部は 3年以上在学し、

本学則に定める授業科目及び単位数を修得した者については、教授会の意見を聴

いて学長が卒業を認定する。 

 

（短期大学士の学位） 

第 34条 前条の規定により卒業した者には、本学学位規程の定めるところにより短期大学

士の学位を授与する。 

学   科 学位の種類 

生活文化学科 短期大学士（家政学） 

幼児教育学科第一部 短期大学士（教育学） 

幼児教育学科第三部 短期大学士（教育学） 

 

（資格の取得） 

第 35条 本学の各学科において取得できる教育職員免許状及び資格は次のとおりとする。 

         学  科 取得できる教員免許状及び資格 

生活文化学科 
介護職員初任者研修 

製菓衛生師国家試験受験資格 

幼児教育学科第一部 幼稚園教諭二種免許状・保育士資格 

幼児教育学科第三部 幼稚園教諭二種免許状又は保育士資格 

２ 幼児教育学科第一部及び幼児教育学科第三部において、教育職員免許状を得よう

とする者は、第 32条に規定する卒業の要件を充足し、かつ教育職員免許法及び同

法施行規則に定める科目を履修し、単位を修得しなければならない。    

３ 幼児教育学科第一部及び幼児教育学科第三部において、保育士資格を得ようとす

る者は、第 32条に規定する卒業の要件を充足し、かつ児童福祉法及び同法施行規

則に定める科目を履修し、単位を修得しなければならない。 

４ 生活文化学科において、介護職員初任者研修の資格を得ようとする者は、第 32条

に規定する卒業の要件を充足し、かつ介護員養成研修事業実施要綱に定める科目

を履修し、単位を修得しなければならない。 

５ 生活文化学科において、製菓衛生師の国家試験受験資格を得ようとする者は、第 32
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条に規定する卒業の要件を充足し、かつ別表 4に定める科目を履修し、単位を修得

しなければならない。 

 

    第 7章 検定料，入学料，授業料，その他の費用 

（検定料等の金額） 

第 36条 本学の検定料・入学料・授業料等の額は、別表２のとおりとする。 

                              

（納入時期、方法） 

第 37条 授業料等学費は、次の 2期に分けて納入しなければならない。ただし、第 1年次

前期の授業料等は入学手続きと同時に納入するものとする。 

前学期（４ 月 か ら ９ 月 ま で           ）   4 月 30日まで 

後学期（10月から翌年３月まで           ）  10 月 31日まで 

   ２ 本学において、特別の事情があると認められる者は、延納を認める。 

 

（退学及び停学の場合の授業料） 

第 38条 学期の中途で退学又は除籍された者の当該学期分の授業料は徴収する。 

   ２ 停学期間中の授業料は徴収する。 

 

（休学の場合の授業料） 

第 39条 休学期間中の授業料を免除する。ただし、学期の中途で休学を許可された者又は

命ぜられた者の当該学期分の授業料は、徴収する。 

 

（学年の途中で卒業する場合の授業料） 

第 40条 学年の中途で卒業する見込みの者は、卒業する見込みの学期末までの授業料を納

入するものとする。 

 

（その他の費用） 

第 41条 授業料・教育充実費のほか課程履修費、実験・実習材料費その他教育に必要な費

用を徴収することがある。 

   ２ 前項に規定する納入金の種類、金額、納入に必要な手続き等については別に定める。 

 

（納付した授業料等） 

第 42条 納付した検定料、入学料及び授業料等は原則として返付しない。 

 

    第８章 教職員組織 

（教職員） 
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第 43条 本学に学長を置く。 

２ 必要がある場合は副学長を置くことができる。 

  ３ 本学に教育職員として教授、准教授、講師、助教を置き、必要に応じて助手を置く。 

  ４ 本学に事務職員として事務局長、事務職員、専門職員及び技術職員を置く。 

 

（教職員の職務） 

第 44条 学長は、校務をつかさどり、所属職員を統督する。 

  ２ 副学長は、学長を助け、命を受けて校務をつかさどる。 

  ３ 学科長は、学科に関する校務をつかさどる。 

  ４ 教職員の職務は、学校教育法及び内部規程の定めるところによる。 

 

    第９章 教授会 

（教授会） 

第 45条 本学に教授会を置く。 

２ 教授会は、学長が次に掲げる事項について決定を行うに当たり意見を述べるもの

とする。 

(1)  学生の入学、卒業及び課程の修了に関すること。 

(2) 学位の授与に関すること。 

３ 前項に掲げるもののほか、教育研究に関する重要な事項で、教授会の意見を聴くこ

とが必要なものとして学長が定めるもの。 

 

 

（教授会の構成） 

第 46条 教授会は学長及び教授をもって組織する。 

   ２ 前項の規定にかかわらず、教授会が必要と認めたときは、教授会に准教授その他の

職員を加えることができる。 

 

（その他） 

第 47条 本章に定めるもののほか、教授会に関し必要な事項は別に定める。 

 

    第 10章 科目等履修生、特別聴講生、高大連携聴講生、外国人留学生、社会人学生 

（科目等履修生） 

第 48 条 本学において開設する授業科目のうち、1 科目又は数科目について履修を希望す

る者があるときは、当該科目の授業に支障のない限りにおいて選考の上、科目等履

修生として履修を許可することがある。 

２ 科目等履修生には、本学則第 27 条及び第 28 条の規定を準用して単位を与えるこ
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とができる。 

３ 科目等履修生に関して必要な事項は別に定める。 

 

（特別聴講生） 

第 49条 本学において、教育に支障のない限り、他の大学又は短期大学生との単位互換に

関する包括協定などにより、当該大学又は短期大学の学生を特別聴講生として本

学における特定の授業科目を履修させることがある。 

２ 特別聴講生には、単位を与えることができる。 

３ 特別聴講生に関し必要な事項は、別に定める。 

 

（高大連携聴講生） 

第 50条 本学において、教育に支障のない限り、高等学校との協定により、当該高等学校

の生徒を高大連携聴講生として、本学における特定の授業科目を履修させること

がある。 

２ 高大連携聴講生に関し必要な事項は別に定める。 

 

（外国人留学生） 

第 51条 外国人で短期大学等において教育を受ける目的をもって入国し、本学に入学を志

願する者があるときは、選考の上、外国人留学生として入学を許可することがある。 

   ２ 外国人留学生に関して必要な事項は別に定める。 

 

 

（社会人学生） 

第 52条 社会人で本学に入学を志望する者があるときは、選考の上、社会人学生として入

学を許可することがある。 

   ２ 社会人学生に関して必要な事項は別に定める。 

 

    第 11章 賞罰 

（表彰） 

第 53条 学生として表彰に値する行為があった者は、教授会の意見を聴いて学長が表彰す

る。 

 

（罰則） 

第 54条 本学の学則その他諸規則に違反し、又は学生としての本分に反する行為をした者

は、教授会の意見を聴いて学長が懲戒する。 

   ２．前項の懲戒は、退学、停学及び訓告とする。 
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   ３．前項の退学は、次の各号の１に該当する学生に対して行う。 

(1) 性行不良で改善の見込みがないと認められる者 

(2) 学力劣等で成業の見込みがないと認められる者 

(3) 正当な理由がなくて出席常でない者 

(4) 本学の秩序を乱し、その他学生の本分に反した者 

 

    第 12章 公開講座 

（公開講座の開設） 

第 55条 社会人の教養を高め、地域の文化の向上に資するため、本学に公開講座を開設す

ることができる。 

   ２ 公開講座の開設、運営に関して必要な事項は別に定める。 

 

    第 13章 図書館 

（図書館） 

第 56条 本学に図書館を置き、教職員並びに学生の研究に資する。 

   ２ 図書館に関して必要な事項は別に定める。 

 

    第 14章 厚生施設 

（学生寮） 

第 57条 本学に学生寮を置く。 

   ２ 学生寮に関する規則は別に定める。 

 

（その他厚生施設） 

第 58条 本学に厚生施設として医務室、学生相談室、食堂を置く。 

 

    第 15章 補則 

第 59条 この学則の各条項を実施するため、必要な細則は別に定める。 

 

 

附 則 

１．其の他必要な事項は教授会の議を経て学長が之を認定する。 

２．この学則は昭和 30年 4月 1日より施行する。 

３．この学則は昭和 32年 4月 1日より施行（一部改正）する。 

４．この学則は昭和 37年 4月 1日より施行（一部改正）する。 

５．この学則は昭和 38年 4月 1日より施行（一部改正）する。 

６．この学則は昭和 43年 4月 1日より施行（一部改正）する。 
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７．この学則は昭和 44年 4月 1日より施行（一部改正）する。 

８．この学則は昭和 47年 4月 1日より施行（一部改正）する。 

９．この学則は昭和 48年 4月 1日より施行（一部改正）する。 

   10．この学則は昭和 49 年 4月 1日より施行（一部改正）する。 

   11．この学則は昭和 51 年 4月 1日より施行（一部改正）する。 

   12．この学則は昭和 52 年 4月 1日より施行（一部改正）する。 

   13．この学則は昭和 53 年 4月 1日より施行（一部改正）する。 

   14．この学則は昭和 54 年 4月 1日より施行（一部改正）する。 

   15．この学則は昭和 55 年 4月 1日より施行（一部改正）する。 

   16．この学則は昭和 56 年 4月 1日より施行（一部改正）する。 

   17．この学則は昭和 57 年 4月 1日より施行（一部改正）する。 

   18．この学則は昭和 58 年 4月 1日より施行（一部改正）する。 

   19．この学則は昭和 59 年 4月 1日より施行（一部改正）する。 

   20．この学則は昭和 60 年 4月 1日より施行（一部改正）する。 

   21．この学則は昭和 61年 4月 1日より施行（一部改正）する。 

   22．この学則は昭和 62 年 4月 1日より施行（一部改正）する。 

   23．この学則は昭和 63 年 4月 1日より施行（一部改正）する。 

   24．この学則は平成元年 4月 1日より施行（一部改正）する。 

   25．この学則は平成 2年 4月 1日より施行（一部改正）する。 

   26．この学則は平成 3年 4月 1日より施行（一部改正）する。 

   27．この学則は平成 4年 4月 1日より施行（一部改正）する。 

   28．この学則は平成 5年 4月 1日より施行（一部改正）する。 

   29．この学則は平成 6年 4月 1日より施行（一部改正）する。 

   30．この学則は平成 7年 4月 1日より施行（一部改正）する。 

   31．この学則は平成 8年 4月 1日より施行（一部改正）する。 

   32．この学則は平成 9年 4月 1日より施行（一部改正）する。 

   33．この学則は平成 10 年 4月 1日より施行（一部改正）する。 

   34．この学則は平成 11 年 4月 1日より施行（一部改正）する。 

   35．この学則は平成 12 年 4月 1日より施行（一部改正）する。 

   36．この学則は平成 13 年 4月 1日より施行（一部改正）する。 

   37．この学則は平成 14年 4月 1日より施行（一部改正）する。 

38．この学則は平成 15年 4月 1日より施行（一部改正）する。 

39．この学則は平成 16年 4月 1日より施行（一部改正）する。 

40．この学則は平成 17年 4月 1日より施行（一部改正）する。 

41．この学則は平成 18年 2月 1日より施行（一部改正）する。 

42．この学則は平成 19年 4月 1日より施行（一部改正）する。 
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43．この学則は平成 20年 4月 1日より施行（一部改正）する。 

44．この学則は平成 21年 4月 1日より施行（一部改正）する。 

45．この学則は平成 22年 4月 1日より施行（一部改正）する。 

46．この学則は平成 23年 4月 1日より施行（一部改正）する。 

47．この学則は平成 25年 4月 1日より施行（一部改正）する。 

48．この学則は平成 27年 4月 1日より施行（一部改正）する。 

49．この学則は平成 29年 4月 1日より施行（一部改正）する。 

50．この学則は平成 30年 4月 1日より施行（一部改正）する。 

51．この学則は平成 31年 4月 1日より施行（一部改正）する。 

52．この学則は令和 2年 4月 1日より施行（一部改正）する。 

53．この学則は令和 3年 4月 1日より施行（一部改正）する。 

54．この学則は令和 4年 4月 1日より施行（一部改正）する。 

55．この学則は令和 5年 4月 1日より施行（一部改正）する。 

56．この学則は令和 6年 4月 1日より施行（一部改正）する。 

57. この学則は令和 7年 4月 1日より施行（一部改正）する。 
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別表１ 

授業科目及び単位数 

1．基礎教養科目 

授業科目 必修単位数 選択単位数 計 備考 

歴史と文学  2 2  

日本の憲法  2 2  

経済と社会  2 2  

情報と社会  2 2  

生活と自然科学  2 2  

ジェンダー論  2 2  

ベーシックデザイン  1 1  

スポーツ・健康概論  1 1  

スポーツ  1 1  

基礎英語  1 1  

実用英語  1 1  

日本語表現  2 2  

ビジネスマナー  1 1  

情報処理演習Ⅰ  1 1  

情報処理演習Ⅱ  1 1  

情報処理演習Ⅲ  1 1  

基礎演習Ⅰ  1 1  

基礎演習Ⅱ  1 1  

総合学習  1 1  

伝統文化Ⅰ  1 1  

伝統文化Ⅱ  1 1  

伝統文化Ⅲ  1 1  

伝統文化Ⅳ  1 1  

キャリアデザイン  1 1  

計  31 31   
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2．生活文化学科専門教育科目 

授業科目 必修単位数 選択単位数 計 備考 

専
門
教
育
科
目 

生活論 2   2  

生活文化論 2   2  

生活環境論 2   2  

生活情報論 2   2  

特別研究Ⅰ 1  1  

特別研究Ⅱ 1  1  

インターンシップⅠ  1 1  

インターンシップⅡ  1 1  

インターンシップ実習  1 1  

衣生活論  2 2  

食生活論  2 2  

住生活論  2 2  

生活経営学  2 2  

消費経済学  2 2  

生活福祉論  2 2  

消費者教育  2 2  

生活クリエート実習Ⅰ  1 1  

生活クリエート実習Ⅱ  1 1  

カラーコーディネート論  2 2  

被服構成学実習  1 1  

調理実習Ⅰ  1 1  

調理実習Ⅱ  1 1  

調理実習Ⅲ  1 1  

人間関係論  2 2  

社会心理学  2 2  

国際関係論  2 2  

社会と法律  2 2  

暮らしと企業  2 2  

暮らしと流通  2 2  

秘書学概論  2 2  

秘書実務Ⅰ  1 1  

秘書実務Ⅱ  1 1  

メディカル秘書概論  2 2  

メディカル秘書実務Ⅰ  1 1  

メディカル秘書実務Ⅱ  1 1  

診療報酬請求事務  2 2  

診療報酬請求事務演習Ⅰ  1 1  

診療報酬請求事務演習Ⅱ  1 1  

解剖生理学  2 2  

医学一般と薬理の知識  2 2  

メディカルクラークⅠ  1 1  

メディカルクラークⅡ  1 1  

ドクターズクラークⅠ  1 1  

ドクターズクラークⅡ  1 1  

登録販売者Ⅰ  1 1  

登録販売者Ⅱ  1 1  
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専

門

教

育

科

目 

歯科概論  2 2  

病院管理  2 2  

保育学  2 2  

生活介護論  2 2  

生活介護実習  1 1  

生活福祉臨床実習  1 1  

OA 情報機器演習Ⅰ  1 1  

OA 情報機器演習Ⅱ  1 1  

接遇実践Ⅰ  1 1  

接遇実践Ⅱ  1 1  

医療情報演習Ⅰ  1 1  

医療情報演習Ⅱ  1 1  

ビジネス情報演習Ⅰ  1 1  

ビジネス情報演習Ⅱ  1 1  

ウェブデザインⅠ  1 1  

ウェブデザインⅡ  1 1  

コミュニケーション演習Ⅰ  1 1  

コミュニケーション演習Ⅱ  1 1  

CAD演習Ⅰ  1 1  

CAD演習Ⅱ  1 1  

マルチメディア演習Ⅰ  1 1  

マルチメディア演習Ⅱ  1 1  

ファッションビジネス概論  2 2  

オフィススタディ  2 2  

プログラミングⅠ  1 1  

プログラミングⅡ  1 1  

ビジネス実務演習Ⅰ  1 1  

ビジネス実務演習Ⅱ  1 1  

食品と栄養  2 2  

公衆衛生学  2 2  

公衆衛生学Ⅱ  2 2  

食品衛生学  2 2  

食品衛生学Ⅱ  2 2  

食品衛生学Ⅲ  2 2  

食品衛生学Ⅳ  2 2  

食品衛生学実験  1 1  

栄養学総論  2 2  

栄養学各論  2 2  

食品加工学  2 2  

製菓理論Ⅰ  2 2  

製菓理論Ⅱ  2 2  

製菓実習  2 2  

和菓子実習  1 1  

製パン実習  1 1  

製パン専門実習  1 1  

製菓専門実習Ⅰ  2 2  

製菓専門実習Ⅱ  2 2  

製菓専門実習Ⅲ  2 2  

製菓専門実習Ⅳ  2 2  
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専
門
教
育
科
目 

シュガークラフト実習Ⅰ  １ １  

シュガークラフト実習Ⅱ  １ １  

ブライダル総論  2 2  

ブライダル演習  1 1  

ラッピング・ディスプレイ  1 1  

計 10 137 147  
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3-1．幼児教育学科第一部専門教育科目 

授業科目 必修単位数 選択単位数 計 備考 

専
門
教
育
科
目 

社会福祉 2  2  

子育て支援  １ １  

子ども家庭福祉  2 2  

保育者論 2  2  

教育原理 2  2  

教育制度論  2 2  

保育原理Ⅰ 2  2  

保育原理Ⅱ  2 2  

社会的養護Ⅰ  2 2  

社会的養護Ⅱ  １ １  

保育実習Ⅰ  4 4  

保育実習指導Ⅰ  2 2  

保育実習Ⅱ  2 2 保育所実習 

保育実習指導Ⅱ  １ １  

保育実習Ⅲ  2 2 保育所以外の児童福祉施設の実習 

保育実習指導Ⅲ  １ １  

教育・保育の心理学 2  2  

子ども家庭支援の心理学  2 2  

子どもの理解と援助 1  １  

教育相談  2 2  

子どもの健康と安全  1 1  

子どもの保健  2 2  

子どもの食と栄養  2 2  

子ども家庭支援論  2 2  

保育カリキュラム論 2  2  
保育指導法  2 2  
卒業研究Ⅰ 1  1  
卒業研究Ⅱ 1  1  
特別支援教育・保育概論 2  2  
乳児保育Ⅰ 2  2  
乳児保育Ⅱ  1 1  
教育実習（事前・事後指導）  １ １  
教育実習  4 4  
保育・教職実践演習(幼稚

 

 

 

 2 2  

保育内容指導法（健康） 1  1  

子どもと健康 1  1  

保育内容指導法(人間関係） 2  2  

保育内容指導法（環境） 1  1  

子どもと環境 1  1  

保育内容指導法（言葉） 1  1  

子どもと言葉 1  1  

保育内容指導法（音楽表現）  1 1  
保育内容指導法（造形表現）  1 1  

保育内容指導法（運動あそび）  1 1  

子どもと表現 1  1  
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保育内容総論  1 1  

基礎音楽Ⅰ 1  1  

基礎音楽Ⅱ  1 1  

幼児音楽Ⅰ 1  1  

幼児音楽Ⅱ  1 1  
造形Ⅰ 1  1  

造形Ⅱ  1 1  

子どもスポーツ  1 1  

計 32 54 86  

このカリキュラムは令和 4年度入学生より適用する 
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3-2．幼児教育学科第三部専門教育科目 

授業科目 必修単位数 選択単位数 計 備考 

専
門
教
育
科
目 

社会福祉 2  2  

子育て支援  1 １  

子ども家庭福祉  2 2  

保育者論 2  2  

教育原理 2  2  

教育制度論  2 2  

保育原理Ⅰ 2  2  

保育原理Ⅱ  2 2  

社会的養護Ⅰ  2 2  

社会的養護Ⅱ  １ １  

保育実習Ⅰ  4 4  

保育実習指導Ⅰ  2 2  

保育実習Ⅱ  2 2 保育所実習 

保育実習指導Ⅱ  １ １  

保育実習Ⅲ  2 2 保育所以外の児童福祉施設の実習 

保育実習指導Ⅲ  １ １  

教育・保育の心理学 2  2  

子ども家庭支援の心理学  2 2  

子どもの理解と援助 1  １  

教育相談  2 2  

子どもの健康と安全  1 1  

子どもの保健  2 2  

子どもの食と栄養  2 2  

子ども家庭支援論  2 2  

保育カリキュラム論 2  2  
保育指導法  2 2  
卒業研究Ⅰ 1  1  
卒業研究Ⅱ 1  1  
特別支援教育・保育概論 2  2  
乳児保育Ⅰ 2  2  
乳児保育Ⅱ  1 1  
教育実習（事前・事後指導）  １ １  
教育実習  4 4  
保育・教職実践演習(幼稚

 

 

 

 2 2  

保育内容指導法（健康） 1  1  

子どもと健康 1  1  

保育内容指導法(人間関係） 2  2  

保育内容指導法（環境） 1  1  

子どもと環境 1  1  

保育内容指導法（言葉） 1  1  

子どもと言葉 1  1  

保育内容指導法（音楽表現）  1 1  
保育内容指導法（造形表現）  1 1  

保育内容指導法（運動あそび）  1 1  

子どもと表現 1  1  
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保育内容総論  1 1  

基礎音楽Ⅰ 1  1  

基礎音楽Ⅱ  1 1  

幼児音楽Ⅰ 1  1  

幼児音楽Ⅱ  1 1  
造形Ⅰ 1  1  

造形Ⅱ  1 1  

子どもスポーツ  1 1  

計 32 

 

54 

 

86  

このカリキュラムは令和 4年度入学生より適用する 
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4．製菓衛生師 

授業科目 必修単位数 選択単位数 計 備考 

社会と法律  2 2 衛生法規 

公衆衛生学  2 2 
公衆衛生学 

公衆衛生学Ⅱ  2 2 

食品と栄養  2 2 
食品学 

食生活論  2 2 

食品衛生学  2 2 

食品衛生学 

食品衛生学Ⅱ  2 2 

食品衛生学Ⅲ  2 2 

食品衛生学Ⅳ  2 2 

食品衛生学実験  1 1 

栄養学総論  2 2 
栄養学 

栄養学各論  2 2 

暮らしと流通  2 2 社会 

食品加工学  2 2 

製菓理論 製菓理論Ⅰ  2 2 

製菓理論Ⅱ  2 2 

製菓実習  2 2 

製菓実習（基礎実習） 
和菓子実習  1 1 

製パン実習  1 1 

製パン専門実習  1 1 

製菓専門実習Ⅰ  2 2 

製菓実習（専門実習） 
製菓専門実習Ⅱ  2 2 

製菓専門実習Ⅲ  2 2 

製菓専門実習Ⅳ  2 2 

計  44 44  
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別表２  （第３６条関係） 

１． 入学検定料 

入学検定料 ３０，０００円 

 

２． 学納金 

生活文化学科 

入学金 ２００，０００円 

授業料（年額） ６９０，０００円 

教育充実費（年額） ４２０，０００円 

合計 １，３１０，０００円 

 

幼児教育学科第一部 

入学金 ２００，０００円 

授業料（年額） ６２０，０００円 

教育充実費（年額） ２２０，０００円 

合計 １，０４０，０００円 

 

幼児教育学科第三部 

入学金 ２００，０００円 

授業料（年額） ４２０，０００円 

教育充実費（年額） １４０，０００円 

合計 ７６０，０００円 

 

※１ 本学の就業年限を超えて在学する者及び留年した学生の学費は次のように定

める。 

   ア 授業料 留年年次における履修登録１単位につき 50，000円 

   イ 教育諸費 免除する 

 履修登録単位数による授業料が上の表の授業料と教育諸費の合計を超えた場合は、 

授業料、教育諸費は上の表に定める額と同額とする。 

 

※２ 聴講に関わる金額については次のように定める。 

  ①検定料 10，000円  ②登録料 10,000円  ③聴講料 １単位 20,000 円 

  なお、本学に在籍する学生については①②を免除する。 
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変更事項を記載した書類 
 
生活文化学科、幼児教育学科第一部、幼児教育学科第三部の入学定員、収容定員、学納金

の変更に伴い、修文大学短期大学部の学則を下記のとおり一部変更する。 
 

記 
 
（１）本学が設置する学科の入学定員、収容定員を変更する。（第２章第４条第３項） 
 
（２）（検定料等の金額）について学納金の変更に伴い、費用の詳細を別表２に記載する。

（第 36 条） 
 

以 上 
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令和７年度 修文大学短期大学部 学則 新旧対照表 

新学則（抜粋） 旧学則（抜粋） 

第２章 学科、学生定員及び修業年限 第４条 

３ 本学において設置する学科及び学生定員は 

  次のとおりとする。 

学科 入学定員 収容定員 

生活文化学科 ８０名 １６０名 

幼児教育学科第一部 ４０名 ８０名 

幼児教育学科第三部 ７０名 ２１０名 

計 １９０名 ４５０名 

省略 

（検定料等の金額） 

第 36条 本学の検定料・入学金・授業料等の額は、

別表２のとおりとする。 

省略 

附則 

1～56（略） 

57.この学則は令和７年４月１日より施行（一部

改正）する。 

第２章 学科、学生定員及び修業年限 第４条 

３ 本学において設置する学科及び学生定員は 

  次のとおりとする。 

学科 入学定員 収容定員 

生活文化学科 １００名 ２００名 

幼児教育学科第一部 ５０名 １００名 

幼児教育学科第三部 ８０名 ２４０名 

計 ２３０名 ５４０名 

省略 

（検定料等の金額） 

生活文化学科  幼児教育学科  幼児教育学科

検 定 料     EA  30,000円  30,000円  30,000円

入 学 料     EA（入学時）   200,000円  200,000円  200,000円

授 業 料     EA（A年 額   EA）  660,000円  500,000円  330,000円

教育充実費（年 額   ）  350,000円   250,000円    170,000円 

省略 

附則 

1～56（略） 

注釈① 令和 7年度より、幼児教育学科第一部・第三部の入学定員を第一部 40名、第三部 70名に変更する。 

（生活文化学科の定員変更は前回理事会にて承認済。） 

この変更により、令和 7年度以降の短期大学部入学定員総数は 450名となる。 

注釈② 上記表の旧学則にある金額を新学則では別表 2として記載する。 
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別表２ 

新学則（抜粋） 旧学則（抜粋） 

別表 2 （第 50 条関係） 

１．入学検定料 

入 学 検 定 料 3 0 , 0 0 0 円 

２．学納金 

生活文化学科 

入 学 金 ２００，０００円 

授 業 料（年額） ６９０，０００円 

教育充実費（年額） ４２０，０００円 

合 計 １，３１０，０００円 

幼児教育学科 第一部 

入 学 金 ２００，０００円 

授 業 料（年額） ６２０，０００円 

教育充実費（年額） ２２０，０００円 

合 計 １，０４０，０００円 

幼児教育学科 第三部 

入 学 金 ２００，０００円 

授 業 料（年額） ４２０，０００円 

教育充実費（年額） １４０，０００円 

合 計 ７６０，０００円 

１．入学検定料 

入 学 検 定 料 3 0 , 0 0 0 円 

２．学納金 

生活文化学科 

入 学 料 ２００，０００円 

授 業 料（年額） ６６０，０００円 

教育充実費（年額） ３５０，０００円 

合 計 １，２１０，０００円 

幼児教育学科 第一部 

入 学 料 ２００，０００円 

授 業 料（年額） ５００，０００円 

教育充実費（年額） ２５０，０００円 

合 計 ９５０，０００円 

幼児教育学科 第三部 

入 学 料 ２００，０００円 

授 業 料（年額） ３３０，０００円 

教育充実費（年額） １７０，０００円 

合 計 ７００，０００円 

※１ 本学の就業年限を超えて在学する者及び留年した学生の学費は次のように定める。

ア 授業料 留年年次における履修登録１単位につき 50,000円

イ 教育諸費 免除する

履修登録単位数による授業料が上の表の授業料と教育諸費の合計を超えた場合は、 

授業料、教育諸費は上の表に定める額と同額とする。 

※2 聴講に関わる金額については次のように定める。

①検定料 10,000円  ②登録料 10,000円  ③聴講料 １単位 20,000円

なお、本学に在籍する学生については①②を免除する。 
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学則の変更の趣旨等を記載した書類 

 

1.学則変更（収容定員変更）の内容 

 (1)令和 2年 4月に生活文化学科の入学定員を 120人から 100人に変更、幼児教育学科第

一部の入学定員を 120人から 50人に変更、幼児教育学科第三部の入学定員を 100人か

ら 80 人に変更しました。それに伴い、それぞれの学科の収容定員は生活文化学科が

240 人から 200 人、幼児教育学科第一部は 240 人から 100 人、幼児教育学科第三部は

300 人から 240人に変更しました。 

   しかしながら、その後も入学定員の充足には至っていません。この現状を鑑み定員

の見直しを行います。 

つきましては、令和７年度より短期大学部の学科（生活文化学科、幼児教育学科第

一部、幼児教育学科第三部）の、定員減を表 1の通り行いたく届出をいたします。 

   

入学定員及び収容定員 （令和７年度入学生より）           （表１）                        

学 科 名 
変更後 現 行 

現 行 
入学定員 収容定員 入学定員 入学定員 

生活文化学科 80人 160人 100人 200人  

幼児教育学科第一部 40人 80人 50人 100人  

幼児教育学科第三部 70人 210人 80人 240人  

合  計 190人 450人 230人 540人 
入学定員 40人減 

収容定員 90人減 

                                 

(2) 令和７年度の短期大学部生活文化学科、幼児教育学科第一部、幼児教育学科第三部

の学納金について、人件費、物価等の高騰を鑑み、表 2のとおり変更します。 

 (表 2)  

学科 項目 金額 増減 

生活文化学科 入学金 200,000円 0円 

授業料（年間） 690,000円 30,000円 

教育充実費（年間） 420,000円 70,000円 

合 計 1,310,000円 100,000円 

幼児教育学科第一部 入学金 200,000円 0円 

授業料（年間） 620,000円 120,000円 

教育充実費（年間） 220,000円 △30,000円 

合 計 1,040,000円 90,000円 

幼児教育学科第三部 入学金 200,000円 0円 

授業料（年間） 420,000円 90,000円 

教育充実費（年間） 140,000円 △30,000円 

合 計 760,000円 60,000円 
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2.学則変更（収容定員変更）の必要性 

短期大学部では 18 歳人口の減少に伴い、短期大学への進学者が全国的にも激減して

います。本学も直近の 5年間では定員の未充足が続いています。（表 2、表 3参照） 

 

過去 5年間の入学者数                   （表 2） 

 

過去５年間の本学の入学試験状況                    （表 3） 

 

 

　　学　　科 入学定員 2年度 3年度 4年度 5年度 6年度
生活文化学科 100 入学者 58 69 59 73 62

充足率 58% 69% 59% 73% 62.0%
幼教学科第一部 50 入学者 10 23 9 8 15

充足率 20% 46% 18% 16% 30.0%
幼教学科第三部 80 入学者 77 66 49 69 67

充足率 96% 82% 61% 86% 83.8%

学部学科 入試の種類 人数種類 令和2年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度

募集人員 10 18 18 18 30

志願者数 0 9 18 9 24

合格者数 0 9 18 9 24

入学者数 0 8 18 9 24

募集人員 59 50 50 50 50

志願者数 52 55 36 64 36

合格者数 51 55 36 64 36

入学者数 49 54 36 62 36

募集人員 21 22 22 22 10

志願者数 23 16 5 5 2

合格者数 22 15 5 5 2

入学者数 7 5 5 1 2

募集人員 10 10 10 10 10

志願者数 13 14 5 4 0

合格者数 13 14 5 4 0

入学者数 2 1 0 1 0

募集人員 若干名 若干名 若干名 若干名 若干名

志願者数 0 1 0 0 0

合格者数 0 1 0 0 0

入学者数 0 1 0 0 0

募集人員 100 100 100 100 100

志願者数 88 95 64 82 62

合格者数 86 94 64 82 62

入学者数 58 69 59 73 62

定員超過率 58.0% 69.0% 59.0% 73.0% 62.0%

学科合計

ＡＯ入学試験

（総合型選抜）

推薦入学試験

（指定校推薦含）

一般入学試験

大学入学共通テスト

利用入学試験

社会人・留学生・

帰国子女入学試験

生

活

文

化

学

科
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学部学科 入試の種類 人数種類 令和2年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度

募集人員 5 10 10 10 10

志願者数 0 6 0 0 9

合格者数 0 6 0 0 9

入学者数 0 6 0 0 9

募集人員 30 25 25 25 30

志願者数 9 15 9 7 6

合格者数 9 15 9 7 6

入学者数 9 15 9 7 6

募集人員 10 10 10 10 5

志願者数 8 6 1 3 0

合格者数 8 6 1 3 0

入学者数 1 2 0 1 0

募集人員 5 5 5 5 5

志願者数 3 3 4 2 1

合格者数 3 3 4 2 1

入学者数 0 0 0 0 0

募集人員 若干名 若干名 若干名 若干名 若干名

志願者数 0 0 0 0 0

合格者数 0 0 0 0 0

入学者数 0 0 0 0 0

募集人員 50 50 50 50 50

志願者数 20 30 14 12 16

合格者数 20 30 14 12 16

入学者数 10 23 9 8 15

定員超過率 20.0% 46.0% 18.0% 16.0% 30.0%

募集人員 8 10 10 10 20

志願者数 8 26 10 24 35

合格者数 8 26 10 23 35

入学者数 8 26 10 23 35

募集人員 50 45 45 45 45

志願者数 64 37 31 39 29

合格者数 64 37 31 39 29

入学者数 63 35 31 39 28

募集人員 17 20 20 20 10

志願者数 21 7 15 9 4

合格者数 21 7 15 9 4

入学者数 6 5 7 6 3

募集人員 5 5 5 5 5

志願者数 11 4 8 4 1

合格者数 11 4 8 4 1

入学者数 0 0 1 0 1

募集人員 若干名 若干名 若干名 若干名 若干名

志願者数 0 0 0 1 0

合格者数 0 0 0 1 0

入学者数 0 0 0 1 0

募集人員 80 80 80 80 80

志願者数 104 74 64 77 69

合格者数 104 74 64 76 69

入学者数 77 66 49 69 67

定員超過率 96.3% 82.5% 61.3% 86.3% 83.8%

ＡＯ入学試験

（総合型選抜）

幼

児

教

育

学

科
（

第

一

部
）

幼

児

教

育

学

科
（

第

三

部
）

推薦入学試験

（指定校推薦含）

一般入学試験

大学入学共通テスト

利用入学試験

社会人・留学生・

帰国子女入学試験

学科合計

学科合計

ＡＯ入学試験

（総合型選抜）

推薦入学試験

（指定校推薦含）

一般入学試験

大学入学共通テスト

利用入学試験

社会人・留学生・

帰国子女入学試験
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令和 5 年度の短期大学部３学科の定員充足率は「生活文化学科」…72％、「幼児教

育学科第一部」…16%、「幼児教育学科第一部」…86%であり、短期大学部全体として

の充足率は 65%という結果でした。 

短期大学部は、志望者の数が年々減少傾向にあり今後の短期大学部の定員確保に関

しては、現状の定員数はかなり厳しい数字であると判断いたしました。 

これまでの学生募集状況等に鑑み、令和 4 年度より将来計画の検討をはじめ、学校

法人修文学院理事会は修文大学・修文大学短期大学部中長期計画を立案するにあたり、

令和 5 年度の理事会において表 1 のとおり短期大学部の 3 学科入学定員の変更を行う

ことを決定しました。 

理事会の決定を受けて短期大学部入学定員の変更を行うよう届出をし、適正な定員

の是正、社会的ニーズに合わせて教育内容の充実、教育環境の整備を行い学生確保、

定員充足に努めてまいります。 

  

3.学則変更（収容定員変更）に伴う教育課程等の変更内容 

 (1) 教育課程の変更内容について 

生活文化学科は「豊かな人間性と確かなマナー」を身につけた社会が求める人材の

育成にあたっています。21 世紀をむかえて、わが国は世界一の長寿国となる一方で高

齢化、少子化などの諸問題に、また豊かな消費生活の陰では深刻な資源・環境問題に

直面する問題に至っています。生活文化学科においては私生活者の視点からこれらの

諸問題に取り組み、実績的なスキルを修得する。学科内のコースの内容を常に検証し、

「生活医療事務」「オフィスキャリア」「製菓」の３コースでの学修指導を行ってい

ます。家政、ビジネス、医療サービス、製菓の分野での専門教育を実践、専門知識と

技術の習得を通じて職業に対する情熱や技能をあわせもったスペシャリストの育成を

目指し、将来の進路選択につながるよう教育の充実を図るなど学生の質の保証を担保

に全力で取り組んでいます。 

   幼児教育学科第一部、第三部は保育の専門性と社会人としての豊かな教養を備えた

保育者の育成にあたってきた。現在では子どもの育ちや子育てをとりまく環境の大き

な変化に対応できる質の高い保育者が求められています。幼児教育学科第一部、第三

部では、人としての思いやりと保育に対する使命感を持ち、専門の知識、技術そして

実践的指導力を備え、社会の一員として、またチームで適切に行動できる人材の育成

を目指し、子どもの生活に寄り添いながら心身ともに調和のとれた資質や生きる力、

主体性を育むことのできる保育者、減配強い保育者、子どもから親、地域の人々から

信頼される保育者を育成できる教育の充実を図り、学生の質の保証を担保します。 

   平成 31年度より教職課程の再課程認定が文部科学省より認定されています。 

 

 

 (2) 教員組織の変更内容について 

   今回の学則変更（収容定員変更）に伴う変更はありません。令和 5 年度と同様の教

員配置により、変更前より同等以上の教育内容を担保することができます。 
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 (3) 短大全体の施設・設備の変更内容について 

   施設・設備については、現在使用している部分を継続します。生活文化学科のクラ

ス数は変わりませんが、幼児教育学科第一部については入学定員 50 人から 40 人にな

り、1 クラス当たりの学生数が減少するため、学生に対する指導がより細やかな対応

ができます。また、「幼稚園教諭養成」「保育士養成」として、十分な教育環境のも

とゆとりある施設・設備で変更前より同等以上の教育の質の向上を図っていけると考

えています。 

 

   上述のとおり、変更前と同等以上の教育の質を担保し、短期大学部の各学科の教育

目標に則り、学科教育の更なる充実を図ってまいります。 
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【資料１】地域別の動向（短期大学・学科別） 

（出典：令和５年度私立大学・短期大学等入試志願動向 日本私立学校振興・共済事業団） 
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【資料２】主な学科別志願者・入学者動向 
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（出典：令和５年度私立大学・短期大学等入試志願動向 日本私立学校振興・共済事業団） 

【資料３】東海４県求人状況 

主な職種 
R3東海 4県 R4東海 4県 R5東海 4県 

3月末日 前年比 3月末日 前年比 3月末日 前年比 

幼稚園・保育所・託児所 1,185 ＋2.0% 1,289 ＋8.8% 1,397 ＋8.4 

介護職 345 －10.9% 387 ＋12.2% 402 ＋3.9 

総合職 695 －11.8% 865 ＋24.5% 1,136 ＋31.3 

営業・販売職 1,420 －9.4% 1,626 ＋14.5% 1,923 ＋18.3 

サービス職 301 －162% 360 ＋19.6% 468 ＋30.0 

パティシェ・調理職 67 －25.6% 82 ＋22.4% 123 ＋50.0 

事務職(一般・営業・医療) 748 －15.4% 877 ＋17.2% 1,167 ＋33.1 

合   計 4,761 －9.1% 5,486 ＋15.2% 6,616 ＋20.0 

（本学調査） 
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【資料４】業種別内定者状況（３ヶ年） 
生活文化学科内定者数推移 令和３年度 令和４年度 令和５年度 
業 種 内定者数 割 合 内定者数 割 合 内定者数 割 合 
医療機関 23 45.1% 30 51.7% 8 15.1% 
製菓店・菓子製造企業 11 21.5% 10 17.2% 12 22.6% 
ホテル・ブライダル 3 5.9% 2 3.5% 4 7.6% 
サービス 2 3.9% 3 5.2% 3 5.7% 
アパレル販売・総合スーパー 2 3.9% 0 0.0% 0 0.0% 
機械部品製造 2 3.9% 1 1.7% 10 18.9% 
福祉施設・教育 2 3.9% 2 3.5% 0 0.0% 
建築・住宅販売 2 3.9% 2 3.5% 4 7.6% 
薬 局 1 2.0% 1 1.7% 2 3.8% 
自動車販売 1 2.0% 3 5.2% 3 5.7% 
飲食店 1 2.0% 1 1.7% 0 0.0% 
倉庫業 1 2.0% 0 0.0% 0 0.0% 
倉庫・運輸 0 0.0% 2 3.5% 2 3.8% 
瓦斯メーカー 0 0.0% 1 1.7% 0 0.0% 
卸売 0 0.0% 0 0.0% 2 3.8% 
公務員(県職) 0 0.0% 0 0.0% 1 1.8% 
携帯販売 0 0.0% 0 0.0% 2 3.8% 

幼児教育学科内定者数推移 令和３年度 令和４年度 令和５年度 
業 種 内定者数 割 合 内定者数 割 合 内定者数 割 合 
私立保育所 23 35.9% 36 42.3% 37 57.8% 
認定こども園 14 21.9% 13 15.3% 9 14.1% 
私立幼稚園 9 14.1% 8 9.4% 7 10.9% 
公立保育園 7 10.9% 15 17.6% 4 6.3% 
施設(障がい児・児童養護) 4 6.3% 6 7.1% 2 3.1% 
介護施設・サービス業 4 6.3% 0 0.0% 0 0.0% 
放課後デイサービス 2 3.1% 0 0.0% 2 3.1% 
警察官 1 1.5% 0 0.0% 0 0.0% 
一般企業 0 0% 6 7.1% 0 0.0% 
医療業 0 0% 1 1.2% 0 0.0% 
サービス業 0 0% 0 0% 2 3.1% 
コンタクトレンズ製造 0 0% 0 0% 1 1.6% 
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（本学調査） 

【資料５】令和 3年度、4年度、5年度の就職率 
（単位：人） 

学 科 年 度 卒業生数 就職希望者 就職決定者 就職決定率 

生活文化学科 

令和 3年度 56 52 51 98.1% 

令和 4年度 68 60 58 96.7% 

令和 5年度 57 54 53 98.1% 

幼児教育学科 

第一部 

令和 3年度 9 9 9 100.0% 

令和 4年度 23 23 23 100.0% 

令和 5年度 9 9 9 100.0% 

幼児教育学科 

第三部 

令和 3年度 58 55 55 100.0% 

令和 4年度 66 63 62 98.4% 

令和 5年度 63 55 55 100.0% 

（本学調査）

【資料 6】18歳人口と高等教育機関への進学率等の推移 

（出典：文部科学省） 
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【資料７】2040年の各都道府県進学者数等推計 

（出典：文部科学省） 
【資料 8】短期大学部令和６年度在籍状況（男女比・出身県） 

（本学調査） 

学年 全体 男子 女子

１年 62 0 62 28 45.2% 27 43.5% 1 1.6% 6 9.7%

２年 73 0 73 31 42.5% 32 43.8% 3 4.1% 7 9.6%

計 135 0 135 59 43.7% 59 43.7% 4 3.0% 13 9.6%

割合 0.0% 100%

１年 15 0 15 12 80.0% 2 13.3% 1 6.7% 0 0.0%

２年 8 1 7 2 25.0% 4 50.0% 1 12.5% 1 12.5%

計 23 1 22 14 60.9% 6 26.1% 2 8.7% 1 4.3%

割合 4.3% 95.7%

１年 69 2 67 41 59.4% 25 36.2% 3 4.3% 0 0.0%

２年 63 4 59 40 63.5% 14 22.2% 6 9.5% 3 4.8%

３年 49 2 47 36 73.5% 7 14.3% 5 10.2% 1 2.0%

計 181 8 173 117 64.6% 46 25.4% 14 7.7% 4 2.2%

割合 4.4% 95.6%

計 339 9 330 190 56.0% 111 32.7% 20 5.9% 18 5.3%

割合 2.7% 97.3%

短大（男女比・出身県比）

愛知 岐阜 三重 その他

短大計

幼教一部

幼教三部

生活
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【資料 9】各高等教育機関の学校数の推移 

（出典：文部科学省） 

【資料 10】出身高校所在地別入学者数（３ヶ年） 

所在地 学部学科
令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度 

入学人数 割合 入学人数 割合 入学人数 割合 

山形県 生活文化学科 1 0.6% 

石川県 幼児教育学科 第三部 1 0.9% 

富山県 生活文化学科 1 0.7% 

福井県 生活文化学科 1 0.7% 

福島県 生活文化学科 1 0.7% 

長野県

生活文化学科 1 0.6% 1 0.9% 2 1.3% 

幼児教育学科 第一部 1 0.6% 1 0.9% 

幼児教育学科 第三部

長野県 計 2 1.3% 2 1.7% 2 1.3% 

静岡県

生活文化学科 1 0.6% 1 0.9% 1 0.7% 

幼児教育学科 第一部 1 0.6% 1 0.7% 

幼児教育学科 第三部 2 1.3% 

静岡県 計 2 1.3% 1 0.9% 4 2.7% 

岐阜県

生活文化学科 24 15.2% 28 23.9% 28 18.7% 

幼児教育学科 第一部 2 1.3% 5 4.3% 4 2.7% 

幼児教育学科 第三部 13 8.2% 6 5.1% 14 9.3% 
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岐阜県 計 39 24.7% 39 33.3% 46 30.7% 

愛知県

生活文化学科 35 22.2% 26 22.2% 36 24.0% 

幼児教育学科 第一部 14 8.9% 2 1.7% 2 1.3% 

幼児教育学科 第三部 41 25.9% 36 30.8% 45 30.0% 

愛知県 計 90 57.0% 64 54.7% 83 55.3% 

三重県

生活文化学科 6 3.8% 1 0.9% 3 2.0% 

幼児教育学科 第一部 3 1.9% 1 0.9% 1 0.7% 

幼児教育学科 第三部 8 5.1% 5 4.3% 7 4.7% 

三重県 計 17 10.8% 7 6.0% 11 7.3% 

滋賀県 生活文化学科 1 0.6% 1 0.9% 

和歌山県 生活文化学科

岡山県 幼児教育学科 第三部

愛媛県 幼児教育学科 第三部 1 0.6% 

宮崎県 幼児教育学科 第三部 1 0.6% 

鹿児島県 幼児教育学科 第三部

広域

生活文化学科 1 0.9% 

幼児教育学科 第一部 1 0.6% 

幼児教育学科 第三部 3 1.9% 1 0.9% 1 0.7% 

広域 集計 4 2.5% 2 1.7% 1 0.7% 

（本学調査） 

【資料 11】修文大学・修文大学短期大学部入学定員充足率 

（本学調査） 

入学者数 充足率 入学者数 充足率 入学者数 充足率 入学者数 充足率 入学者数 充足率

管理栄養学科 80 19 23.8% 50 62.5% 43 53.8% 37 46.3% 32 40.0%
看護学科 100 104 104.0% 108 108.0% 127 127.0% 104 104.0% 98 98.0%
臨床検査学科 80 63 78.8% 74 92.5% 78 97.5% 74 92.5% 61 76.3%
生活文化学科 100 58 58.0% 69 69.0% 59 59.0% 73 73.0% 62 62.0%
幼児教育学科
第一部

50 10 20.0% 22 44.0% 9 18.0% 8 16.0% 15 30.0%

幼児教育学科
第三部

80 77 96.3% 67 83.8% 49 61.3% 69 86.3% 67 83.8%

令和5年度 令和6年度令和2年度 令和3年度 令和4年度
学科名

入学
定員



学生確保の見通し等を記載した書類（資料） 10 

【資料 12】修文大学・修文大学短期大学部収容定員充足率 

（本学調査） 
【資料 13】入試方法別入学志願者状況 

在籍数 充足率 在籍数 充足率 在籍数 充足率 在籍数 充足率 在籍数 充足率

管理栄養学科 320 167 52.2% 159 49.7% 154 48.1% 141 44.1% 148 46.3%
看護学科 400 413 103.3% 424 106.0% 444 111.0% 449 112.3% 432 108.0%
臨床検査学科 320 63 19.7% 134 41.9% 208 65.0% 274 85.6% 264 82.5%
合計 1040 643 61.8% 717 68.9% 806 77.5% 864 83.1% 844 81.2%
生活文化学科 200 160 80.0% 127 63.5% 128 64.0% 132 66.0% 137 68.5%
幼児教育学科
第一部

100 44 44.0% 34 34.0% 32 32.0% 17 17.0% 23 23.0%

幼児教育学科
第三部

240 209 87.1% 198 82.5% 184 76.7% 184 76.7% 181 75.4%

合計 540 413 76.5% 359 66.5% 344 63.7% 333 61.7% 341 63.1%

令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度
学科名

収容
定員

令和2年度

学部学科 入試の種類 人数種類 令和2年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度

募集人員 10 18 18 18 30

志願者数 0 9 18 9 24

合格者数 0 9 18 9 24

入学者数 0 8 18 9 24

募集人員 59 50 50 50 50

志願者数 52 55 36 64 36

合格者数 51 55 36 64 36

入学者数 49 54 36 62 36

募集人員 21 22 22 22 10

志願者数 23 16 5 5 2

合格者数 22 15 5 5 2

入学者数 7 5 5 1 2

募集人員 10 10 10 10 10

志願者数 13 14 5 4 0

合格者数 13 14 5 4 0

入学者数 2 1 0 1 0

募集人員 若干名 若干名 若干名 若干名 若干名

志願者数 0 1 0 0 0

合格者数 0 1 0 0 0

入学者数 0 1 0 0 0

募集人員 100 100 100 100 100

志願者数 88 95 64 82 62

合格者数 86 94 64 82 62

入学者数 58 69 59 73 62

定員超過率 58.0% 69.0% 59.0% 73.0% 62.0%

生

活

文

化

学

科

学科合計

ＡＯ入学試験

（総合型選抜）

推薦入学試験

（指定校推薦含）

一般入学試験

大学入学共通テスト

利用入学試験

社会人・留学生・

帰国子女入学試験
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（本学調査）  

学部学科 入試の種類 人数種類 令和2年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度

募集人員 5 10 10 10 10

志願者数 0 6 0 0 9

合格者数 0 6 0 0 9

入学者数 0 6 0 0 9

募集人員 30 25 25 25 30

志願者数 9 15 9 7 6

合格者数 9 15 9 7 6

入学者数 9 15 9 7 6

募集人員 10 10 10 10 5

志願者数 8 6 1 3 0

合格者数 8 6 1 3 0

入学者数 1 2 0 1 0

募集人員 5 5 5 5 5

志願者数 3 3 4 2 1

合格者数 3 3 4 2 1

入学者数 0 0 0 0 0

募集人員 若干名 若干名 若干名 若干名 若干名

志願者数 0 0 0 0 0

合格者数 0 0 0 0 0

入学者数 0 0 0 0 0

募集人員 50 50 50 50 50

志願者数 20 30 14 12 16

合格者数 20 30 14 12 16

入学者数 10 23 9 8 15

定員超過率 20.0% 46.0% 18.0% 16.0% 30.0%

募集人員 8 10 10 10 20

志願者数 8 26 10 24 35

合格者数 8 26 10 23 35

入学者数 8 26 10 23 35

募集人員 50 45 45 45 45

志願者数 64 37 31 39 29

合格者数 64 37 31 39 29

入学者数 63 35 31 39 28

募集人員 17 20 20 20 10

志願者数 21 7 15 9 4

合格者数 21 7 15 9 4

入学者数 6 5 7 6 3

募集人員 5 5 5 5 5

志願者数 11 4 8 4 1

合格者数 11 4 8 4 1

入学者数 0 0 1 0 1

募集人員 若干名 若干名 若干名 若干名 若干名

志願者数 0 0 0 1 0

合格者数 0 0 0 1 0

入学者数 0 0 0 1 0

募集人員 80 80 80 80 80

志願者数 104 74 64 77 69

合格者数 104 74 64 76 69

入学者数 77 66 49 69 67

定員超過率 96.3% 82.5% 61.3% 86.3% 83.8%

ＡＯ入学試験

（総合型選抜）

幼

児

教

育

学

科
（

第

一

部
）

幼

児

教

育

学

科
（

第

三

部
）

推薦入学試験

（指定校推薦含）

一般入学試験

大学入学共通テスト

利用入学試験

社会人・留学生・

帰国子女入学試験

学科合計

学科合計

ＡＯ入学試験

（総合型選抜）

推薦入学試験

（指定校推薦含）

一般入学試験

大学入学共通テスト

利用入学試験

社会人・留学生・

帰国子女入学試験
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【資料 14】オープンキャンパス参加者の出願状況 

（本学調査） 

【資料 15】競合校の過去５ヶ年の入学者数と充足率 

（本学調査） 

■生活文化学科

実施月 参加者 出願者 出願率 参加者 出願者 出願率 参加者 出願者 出願率 参加者 出願者 出願率
3月 中止 中止 中止 11 3 27% 34 17 50% 13 4 30.8%
4月 19 12 63.2%
5月 37 19 51% 14 8 57.1%
6月 中止 中止 中止 中止 中止 中止 31 9 29% 15 9 60.0%
7月① 22 13 59% 28 11 39% 14 13 93%
7月② 29 12 41% 34 15 44% 26 15 58% 32 13 40.6%
8月① 中止 中止 中止 26 17 65% 20 14 70.0%
8月② 32 20 63% 23 11 48% 15 9 60% 17 12 70.6%
9月 28 22 79% 中止 中止 中止 16 11 69% 9 5 55.6%
合計 111 67 60% 96 40 42% 199 110 55% 139 77 55.4%

4年度3年度2年度 5年度

■幼児教育学科

実施月 参加者 出願者 出願率 参加者 出願者 出願率 参加者 出願者 出願率 参加者 出願者 出願率
3月 中止 中止 中止 37 1 3% 34 15 44% 22 14 63.6%
4月 17 7 41.2%
5月 28 11 39% 24 11 45.8%
6月 中止 中止 中止 中止 中止 中止 23 15 65% 29 19 65.5%
7月① 41 17 41% 21 15 71% 14 6 43%
7月② 65 28 43% 35 16 46% 34 19 56% 35 11 31.4%
8月① 中止 中止 中止 21 19 91% 32 25 78.1%
8月② 33 19 58% 26 6 23% 27 10 37% 14 11 78.6%
9月 30 19 63% 中止 中止 中止 13 6 46% 14 12 85.7%
合計 169 83 49% 119 38 32% 194 101 52% 187 110 58.8%

5年度4年度3年度2年度

入学者数 充足率 入学者数 充足率 入学者数 充足率 入学者数 充足率 入学者数 充足率
生活文化学科 70 66 94.3% 75 107.1% 59 84.3% 57 81.4% 21 30.0%
幼児教育学科第一部 80 85 106.3% 65 81.3% 69 86.3% 31 38.8% 28 35.0%
幼児教育学科第三部 70 72 102.9% 89 127.1% 77 110.0% 58 82.9% 39 55.7%

合計 220 223 101.4% 229 104.1% 205 93.2% 146 66.4% 88 40.0%

令和５年度入学
定員

学科名
令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度
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【資料 16】令和 6年度愛知県保育系養成学校学生数一覧 

（出典：愛知県保育系学生就職連絡協議会） 
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【資料 17】令和７年度短期大学部学納金一覧 
学科 項目 金額 

生活文化学科 入学金 200,000円 

授業料（年間） 690,000円 

教育充実費（年間） 420,000円 

合 計 1,310,000円 

幼児教育学科第一部 入学金 200,000円 

授業料（年間） 620,000円 

教育充実費（年間） 220,000円 

合 計 1,040,000円 

幼児教育学科第三部 入学金 200,000円 

授業料（年間） 420,000円 

教育充実費（年間） 140,000円 

合 計 760,000円 

（本学調査）  

【資料 18】過去５ヶ年の学科別退学率 
令和元年
度 

令和２年
度 

令和 3 年
度 

令和 4 年
度 

令和５年
度 

生活文化学科 1 1 1 1 0 
中退率 0.6% 0.6% 0.8% 0.8% 0.0% 

幼児教育学科第一部 1 1 1 0 0 
中退率 1.2% 2.3% 2.9% 0.0% 0.0% 

幼児教育学科第三部 5 7 6 3 5 
中退率 2.1% 3.3% 3.0% 1.7% 2.7% 

計 7 11 8 4 5 
中退率 2.6% 5.1% 4.7% 2.5% 3.2% 

（本学調査）  
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【資料 19】学生アンケート 

（本学募集パンフレット） 
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【資料 20】令和５年度卒業時学生アンケート 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

2023年度(令和 5年度) 修文大学短期大学部 卒業時アンケート集計結果 
 
 

□実施期間 令和 6年 1月 16日(火)～2月 6日(火) 

□回答率 100.0% 

 

 
 

 
回答者/卒業予定者(人) 

 
回答率(%) 

 
短期大学部全体 

 
130/130 

 
100.0％ 

 
生活文化学科 

 
57/57 

 
100.0％ 

 
幼児教育学科 

 
73/73 

 
100.0％ 

 

 
回答者数 130名【平均値：3.2】 

〇①②併せた値が、生活文化学科では約 89％、幼児教育学科では約 77％と差が開く結果となった。全体では約
82%と概ね良好な結果であった。前年度と比較すると①②併せた値は約 8ポイント下落した。 
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回答者数 130名【平均値：3.3】 

〇①②を併せた値が、前年度の約 92％から約 86％と 6 ポイント下落した。学科別では生活文化学科が約 93％、
幼児教育学科が約 80％と差が開く結果となった。 
 
3．短大での授業や活動を通して、次の力を身に付けることができたと思いますか？（ディプロマポリシー） 
３（1）から３（3）は各学科により質問内容が異なるため、詳細は学科のまとめに記載されている。 
 
 

 
 
 
 
4.本学での学修内容や方法について下記の面は重視されていたと思いますか？ 

 
回答者数 130名【平均値：3.5】 

〇専門分野の学修については、前年度とほぼ同様の結果であった。①②を併せた値が生活文化学科は 100％、幼
児教育学科は約 95％であり良好な結果であった。 
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回答者数 130名【平均値：3.4】 
〇①②を併せて値は、全体では昨年度が約 87％に対し、今年度は約 96％と 9 ポイント上昇した。学科別では生
活文化学科の①②を併せた値は約 97％、幼児教育学科は約 96%とほぼ同じで良好な結果であった。 

回答者数 130名【平均値：3.6】 
〇前年度は①②を併せた値は約 93％であったが本年度は 100%と 7 ポイント上昇した。両学科とも①②を併せた
値が 100％と良好な結果であった。 

4（4）学修内容や方法について印象に残っている授業科目は何ですか、具体的にどのようなことが印象に残って 
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いますか？印象に残っている授業科目があれば記入してください。（授業科目とその理由を具体的に記入してく
ださい。） 
詳細は各学科のまとめに記載されている。 
 
5.本学において、学修に必要な条件は充実していましたか？ 

 
回答者数 130名【平均値：3.4】 

〇前年度と比較してほぼ同様の結果となった。①②を併せて約 95％となり良好な結果となった。 
 
 
 
 

 
回答者数 130名【平均値：3.2】 

〇前年度とほぼ同じ結果となった。学科間では、背勝文化学科が約 83％、幼児教育学科では約 75％と若干のさ
が開く結果となった。 
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回答者数 130名【平均値：3.5】 
〇前年度とほぼ同じ結果となった。①②を併せた値では、生活文化学科では 100％、幼児教育学科では約 95％と
非常に良好な結果となった。 

回答者数 130名【平均値：3.6】 
〇前年度とほぼ同じ結果となった。①②を併せた値では生活文化学科が約 97％、幼児教育では 100％と非常に良
好な結果であった。 
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回答者数 130名【平均値：3.3】 
〇①②を併せた値が昨年度の約 87％から約 95％と 8 ポイント上昇した。学科別では生活文化学科で約 97％、幼
児教育学科で約 92％と非常に良好な結果となった。 

6.本学での学修経験等について伺います。

回答者数 130名【平均値：3.3】 
〇①②を併せた値が昨年度の約 85％から 7 ポイント上昇した訳 96％という良好な結果であった。学科別では生
活文化学科 100％、幼児教育学科約 93％と非常に良好な結果となった。 
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6（1）②履修指導について意見・要望があれば記入してください。 
詳細は各学科のまとめに記載されている。 
 

 
回答者数 130名【平均値：3.4】 

〇①②を併せた値が昨年度の 93％から今年度の約 96％と若干上昇した。学科別では生活文化学科訳 98％、幼児
教育学科約 95％といずれも非常に良好な結果であった。 
 
6（3）本学では取得できない資格または検定等で、卒業までに取得したかった資格または検定等について意見が
ありましたら記入してください。 
詳細は各学科のまとめに記載されている。 
 
7.学修以外のことについて伺います。なお、選んだ結果について意見があれば記入してください。 

 
回答者数 130名【平均値：3.7】 

〇①②を併せた値では、昨年度が約 89％に対し、今年度は約 99％と 10ポイントの上昇となった。学科別では生
活文化学科が 100％、幼児教育学科は約 99％と両学科とも非常に良好な結果であった。 
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7（1）②意見・要望があれば記入してください。 
詳細は各学科のまとめに記載されている。 
 

 
回答者数 130名【平均値：3.4】 

〇①②を併せた値では、昨年度が約 88％に対し、今年度は約 93％と 5 ポイントの上昇となった。学科別では生
活文化学科が約 91％、幼児教育学科は約 95％と両学科とも非常に良好な結果であった。 
 
7（2）②意見・要望があれば記入してください。 
 詳細は各学科のまとめに記載されている。 
7（3）学生相談室を利用した方で、意見・要望があれば記入してください。 
 詳細は各学科のまとめに記載されている。 
7（4）医務室を利用した方で、意見・要望があれば記入してください。 
 詳細は各学科のまとめに記載されている。 
 

 
回答者数 130名 
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〇両学科併せて④の「入部していない」が約 78%であり、前年度の約 81%より約 4%下回った。若干の改善が見
られたが、クラブ・同好会の在籍率としては依然として低い数値である。新しいクラブ・同好会の立ち上げが少
しずつ見られてはいるが、引き続き魅力のあるクラブ・同好会の発足が望まれる。 
 

 
回答者数 34名【平均値：3.0】 

〇①②を併せた値が昨年度の約 68％から今年度は約 76％と 8 ポイント上昇した。新型コロナによる活動制限が
ほぼなくなり、学生の満足度が上がってきていると思われる。この数値がますます上昇することがクラブ・同好
会への参加率アップに寄与すると思われるので、更なる満足度アップのための方策を考えていきたい。 
 
7（5）③全員に伺います。倶楽部・同好会活動について、意見・要望があれば記入してください。 
詳細は各学科のまとめに記載されている。 
 
7（5）④全員に伺います。現在のクラブ・同好会以外にあったら良かったと思われるクラブ・同好会があれば記
入してください。 
詳細は各学科のまとめに記載されている。 
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回答者数 105名【平均値：3.0】 
〇①②を併せた値が 79％とまずまずの結果であった。学科別では生活文化学科で約 88％、幼児教育学科で約 75％
と差が開く結果となった。新型コロナ禍の前に徐々に戻りつつあるので、さらに多くの学生が参加し満足度が上
がる企画を大学祭実行委員会メンバーを中心に作り上げていきたい。 
 
7（6）②参加したことのある方に伺います。大学祭について、意見・要望があれば記入してください。 
詳細は各学科のまとめに記載されている。 
 

 
回答者数 92名【平均値：2.8】 

〇①②を併せた値が約 72％とまあまあの結果となった。学科別では生活文化学科で約 84％、幼児教育学科で約
68％と差が開く結果となった。幼児教育学科では日程が実習と重なり、参加できない学年があったことが影響し
ていると思われる。次年度以降の改善が必要である。 
7（7）②参加したことのある方に伺います。スポーツ大会について、意見・要望があれば記入してください。 
詳細は各学科のまとめに記載されている。 

 
回答者数 117名【平均値：3.3】 

〇①②を併せた値が昨年度の約94％から今年度の約89％と5ポイント下落したものの概ね良好な評価であった。 
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7（8）②意見・要望があれば記入してください。 
詳細は各学科のまとめに記載されている。 

回答者数 71名【平均値：3.5】 
〇ほぼ前年度と同様の評価であった。①②を併せた値が約 94％と良好な評価であった。 

7（9）②意見・要望があれば記入してください。 
詳細は各学科のまとめに記載されている。 

回答者数 93名【平均値：2.6】 
〇①②を併せた値が前年度は約 46%に対して本年度は約 51％と 5 ポイント上回る結果となった。さらに満足度
を上げるために、意見・要望を参考にバス運営会社と検討していきたい。 

7（10）②意見・要望があれば記入してください。 
詳細は各学科のまとめに記載されている。 
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回答者数 43名【平均値：3.1】 

〇回答数が少なく十分な回答は得られないが約 84%と良好な評価を得られた。現在は多数のアルバイト紹介媒
体があり、そちらを利用する学生も多いと思われる。少しでも学生のサービスになればありがたい。 
 
7（11）②意見・要望があれば記入してください。 
詳細は各学科のまとめに記載されている。 
 
 
 

 
回答者数 14名【平均値：3.4】 

〇①②を併せた値が前年度は約 78%に対して本年度は約 86%と 8 ポイント上回る結果となった。概ね良好な結
果と思われる。意見・要望を参考に学生の満足度のためさらに改善できる点は見直していきたい。 
 
7（12）②意見・要望があれば記入してください。 
詳細は各学科のまとめに記載されている。 
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回答者数 130名【平均値：3.2】 
〇①②を併せた値が昨年度の約 82%から今年度は約 88％と 6 ポイント上昇した。概ね良好な評価と思われが、
意見・要望を参考に改善できる点は見直していきたい。 
 
7（13）②意見・要望があれば記入してください。 
詳細は各学科のまとめに記載されている。 
 
 
8.本学のホームページについて伺います。 

 
回答者数 130名【平均値：3.4】 

〇前年度とほぼ同様の結果であった。①②を併せて約 94％と良好な評価ではあるが、意見・要望を参考に改善で
きる点は見直していきたい。 
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8（2）本学のホームページに載せて欲しかった（不足していた）機能や記事など意見・要望があれば記入してく
ださい。 
詳細は各学科のまとめに記載されている。 

9.学内施設や設備等について伺います。なお、選んだ結果について意見があれば記入してください。

回答者数 92名【平均値：3.3】 
〇前年度とほぼ同様の結果であった。回答者数もまずまずの人数であり①②を併せて約 92％と良好な評価であ
った。意見・要望を参考に改善できる点は見直していきたい。 
9（1）②図書館の設備または蔵書についての意見があれば記入してください。 
詳細は各学科のまとめに記載されている。 

回答者数 112名【平均値：3.4】 
〇①②を併せた値が前年度は約 86%に対して本年度は約 92％と 6 ポイント上回る結果となった。今後も意見・
要望を参考に改善できる点は見直していきたい。 
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9（2）②食堂全般についての意見があれば記入してください。 
詳細は各学科のまとめに記載されている。 

 

回答者数 117名【平均値：3.1】 
〇①②を併せた値が昨年度の約 80％から今年度は約 94％と 14ポイント上昇した。今後も意見・要望を参考に改
善できる点は見直していきたい。 
9（3）②学内コンビニ全般についての意見があれば記入してください。 
詳細は各学科のまとめに記載されている。 

 
回答者数 119名【平均値：3.1】 

〇①②を併せた値が前年度は約 73%であるのに対して、本年度は 79％と 6 ポイント上昇する結果となった。満
足度としては若干低い評価であるが、Wi-Fi の環境は年々整備されているものの、つながりにくい、重いなどの
不満が全体的な満足度を下げた理由と思われる。 
 
9（4）②意見・要望があれば記入してください。 



学生確保の見通し等を記載した書類（資料） 31 
 

 
 
 
 
 
 
 

詳細は各学科のまとめに記載されている。 
 

 
回答者数 119名【平均値：3.3】 

〇前年度とほぼ同様の結果であった。①については生活文化学科では約 47％の評価に対して、幼児教育学科で
は、約 32％と学科間の差が見られた。授業形態の違いが評価に表れている。なお、①②併せた値は約 93％であ
り、良好な評価を得ている。 
 
9（5）②意見・要望があれば記入してください。 
詳細は各学科のまとめに記載されている。 

 
回答者数 129名 

〇生活文化学科の上位は、①学生自習室（7 号館 2 階：図書館横）、②一般教室、③パソコン教室の順となった。
一方、幼児教育学科の上位は、①図書館、②なし、③一般教室の順となった。全体でみると図書館と学生自習室
（7号館 2F：図書館隣）が多い結果となった。 
 
9（7）学内に欲しかった（不足していた）施設・設備があれば記入してください。 
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詳細は各学科のまとめに記載されている。 

回答者数 130名【平均値：3.4】 
〇①②を併せた値では前年度が約 89％から今年度は約 95％と 6 ポイント上昇する結果となった。感染対策が充
実してきていると評価された結果である。また、新型コロナウイルス感染症が第 5類になったことも影響してい
ると思われる。 

9（9）上記 9（8）で③または④と回答した方に伺います。不充分（不足していた）と思われる対策がありました
ら記入してください。 
詳細は各学科のまとめに記載されている。 

10．その他、全般的なことについて伺います。 

回答者数 130名 
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〇生活文化学科は、上位より①資格取得、②授業、③アルバイトの順であったのに対して、幼児教育学科では①
授業、②アルバイト、③卒業研究の順であった。前年度と上位の内容は同じ結果であったが、アルバイトが両学
科共に上位に入ったことは本学の四大生のアンケートと比べて異なる点である。 
 
10（1）②理由があれば記入してください。 
詳細は各学科のまとめに記載されている。 
 
 
 
 
 

 
回答者数 130名【平均値：3.3】 

〇①②を併せた値が前年度は約 91%であったのに対して、本年度は約 93％とやや上回る結果となった。新型コ
ロナウイルス感染症の影響がやや落ち着き、授業やイベントなどが制限がありつつも正常化してきたことが要因
と考えられる。 
 
10（2）②短大生活全般を振り返ってお気づきの点があれば記入してください。 
詳細は各学科のまとめに記載されている。 
 
10（3）ご自身の経験を振り返って短大教育は今後どうしていけば良いと思いますか。ご自由に記入してくださ
い。 
詳細は各学科のまとめに記載されている。 
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（１）収容定員を変更する組織の概要 

① 収容定員を変更する組織の概要 

  令和７年度の入学生より下記のとおり入学定員を変更いたします。 

組織 
入学

定員 

編入学

定員 

収容

定員 
所在地 

生活文化学科 80 0 160 

愛知県一宮市日光町６番地 幼児教育学科第一部 40 0 80 

幼児教育学科第三部 70 0 210 

   

                （変更前）   （変更後） 

    生活文化学科     入学定員 100人 ⇒ 80人（△20人） 

    幼児教育学科第一部  入学定員  50人 ⇒ 40人（△10人） 

    幼児教育学科第三部  入学定員  80人 ⇒ 70人（△10人） 

 

② 収容定員を変更する組織の特色 

Ａ「国家・社会に貢献できる女性の育成」を建学の精神として、「広い教養と高い専

門的知識・技術を身につけた社会に貢献できる近代女性の育成」に取り組んできま

した。国を挙げての男女共同参画社会の時代を迎え、短期大学部・幼児教育学科を

男女共学（生活文化学科は令和 7 年度より）としたことに伴い、建学の精神を「国

家・社会に貢献できる人材の育成」と改め、現在に至っています。 

教育の使命は個性を啓培し伸張し、優秀な人格を形成するところにあり、建学の

精神に則り「人間を重視し、人間の生き方の創造に貢献できる人材の育成」という

教育理念のもと、社会に有為な人材の育成に取り組んでいます。 

生活文化学科の教育目標は次の通りです。 

ア 生活者として教養を深め、生活を客観的に把握し、自ら問題を発見し、様々

な人と協働して解決していくことができる人材の養成。 

イ 社会人に必要な知識や技術をもち、自らのスキルを向上するための努力を継

続することができる人材の養成。 

ウ 各分野のスペシャリストとして、専門的な知識や技術を修得し、社会に貢献

することができる人材の養成。 

   幼児教育学科（第一部、第三部）の教育目標は次の通りである。 

    ア  保育者として社会に貢献できる人材の養成 

    イ 専門職としての使命感と知識、実践的な技能・指導力を備えた現場に強い保

育者の養成 
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ウ マナーをわきまえ、チームで働く力を備え、社会人として評価される保育者    

の養成 

エ 子ども、保育者、地域から愛され、信頼される保育者の養成 

 

Ｂ 教育課程の編成方針 

    生活文化学科では前述の教育目標に沿って 3 つのコースを設定し、特色ある教育

課程の編成に取り組んでいます。 

  〈生活・医療事務コース〉 

    豊かな生活を目指し、衣食住の基本から、暮らしの中での環境問題、高齢化社会

に対する医療・福祉などの知識とスキルを実践的に学修しています。 

   2 年間で自らの専門性を見出し、卒業後の就職へとつなぎ、卒業後は医療・福祉施

設や医療関係の事務技能を実践・理論と共に学び、就職を目指しています。 

    福祉の分野においては、まずはボランティア活動を通じて現場を学び、さらに、

少人数の介護実習を受講し、福祉制度を学び、1 年修了時には介護職員初任者研修

の資格取得を目指しています。 

  〈オフィスキャリアコース〉 

    秘書とはオフィスで連絡対応や情報管理などの細かな業務を行い、社長や重役な

どの組織のトップの仕事をサポートすることを始め、会社組織の一員として働く知

識と技能を修得します。まずは社会人としての基礎的なマナーを修得し、その後、

オフィスにおける基本的なビジネスマナーの知識や実務を取得しています。単位修

得により、秘書士の資格が取得できます。 

    さらに、コンピュータの知識や技術も取得する。社会人にも人気の高いマイクロ

ソフトオフィススペシャリストの取得を始め、ネットワーク技術、ＣＡＤ技術の習

得など、総合的に学ぶ。単位の修得により情報処理士、プレゼンテーション実務士

の資格が取得できます。 

   卒業後は、一般企業の秘書職、事務職への就職を目指します。 

  〈製菓コース〉 

    あらゆる製菓の技術とその周辺の知識や技術など多彩に学修しています。 

    製菓衛生師のカリキュラムに従い 1020 時間以上の授業を行い、1 時間の欠席も認

められないため全出席が求められます。欠席についてはすべて補講を行っています。

2 年前期に全カリキュラムが終了するため、在学中に「製菓衛生師」の国家試験の

受験が可能になり、支援授業も手厚く、毎年 100%の合格率となっています。 

    資格取得以外にも、洋菓子や、シュガークラフトのコンテストに参加し、これま

でも毎年多数受賞している。年度末には学内外において作品展を開催しています。 

    卒業後は、洋菓子店や外食産業において製菓にかかわる仕事への就職を目指して

います。 
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 生活文化学科では短期大学部における学びの前提となる基礎知識を修得するため

に、リメディアル教育も実施しています。いろいろな教材を使い個別指導を行い、

一般教養講座として、自学自習がむつかしい理数系科目の講座も開講しています。 

また、デュプロマ・ポリシーの達成のため、それぞれの専門分野における学習をサ

ポートしています。 

 幼児教育学科（第一部、第三部）では保育士資格と幼稚園教諭二種免許中の取得

を目指しています。資格取得だけでなく、保育実践力の育成を大切にしています。

そのために 1 年次より付属幼稚園と連携を取り子供と触れ合う機会を多く設けてい

ます。大好きな子供たちと接しながら、学修した知識と保育現場での体験をリンク

させて、子どもたちの育ちをしっかり支えられる保育士の育成を目指しています。 

 さらに、教育を進めるにあたって主体的な学びの姿勢や方法を身につけることが

重要だと考えています。基礎教養科目である「基礎演習」において、大学での学び

のベースとなる学修経験が必要であるとの考えから、聞き取る・ノートをとる・調

べる・とまめる・発表するなどの基礎トレーニングを盛り込み、併せて「日本語表

現」においては、読み・書きを中心とした文章表現・作成力の学修に力を注いでい

ます。 

 また、生活文化学科と同様、基礎知識を修得するためにリメディアル教育を実施

しています。 

（２）人材需要の社会的な動向等

①定員を変更する組織で養成する人材の全国的、地域的、社会的動向の分析

日本私立学校振興・共済事業団のデータ【資料１、２】によると、令和 5年度の

入学定員充足率は全国で 71.99％となり前年度より 5.6％減、愛知県では 64.32％で

前年より 5.19％減という状況にあり、短期大学を取り巻く見通しは厳しく、分野別

では社会系が 3.35％減、教育系が 5.60％減となっており、志願者数の回復は見込

めないと分析しました。入学定員充足の為の改善が必要であるということで今回の

判断となりました。 

その一方で本学が養成する人材の求人状況は【資料３】新型コロナ感染症の影響

で激減した令和 3年度からの回復という状況ではあるが、各業種での人材需要増が

見込まれると分析しました。本学の内定状況【資料４】においても各業種での実績

が回復しており、過去３ヶ年の就職率【資料⑤】もほぼ 96％～100％を達成してお

ります。特に幼児教育の人材養成は本学の社会的使命と考えていますので、社会的

需要が高まる半面、全国的に志願者が減少している状況の中で、何としてでも養成

施設として存続する方策のひとつとして、今回の定員削減が妥当であると判断いた

しました。 
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②中長期的な１８歳人口等入学対象人口の全国的、社会的動向の分析

【資料 6】18 歳人口の推移推計は、今後 10年で緩やかに減少しつつ 100万人を

割り、その後 8年で 80万人を割る予測がなされています。進学率については若

干右肩上がりの予測があり、18歳人口の減少に比例して、短期大学の進学率は、

今後 10 年間は 3.5％から 0.2～0.3％の減少で推移すると推測します。

【資料 7】の 2040年県別推計によると愛知県の短期大学進学率は 3.1％と予測し

ていますので、3％以上は見込めると推測します。

  また、愛知県の県外流入率 71.3％の高さと本学の令和 6年度出身県別在籍者実

績【資料 8】を分析すると、岐阜県、三重県からの入学者維持が見込まれます。 

【資料 9】にありますとおり、短期大学の学校数減少がすすんでおり、近隣の競

合校の募集停止などもアナウンスされていますので、中長期的な動向としまして

は、現状維持で推移するのではないかと推測します。 

③定員を変更する組織の主な学生募集地域

【資料 10】の本学が調査した過去３ヶ年の出身高校所在地別入学者数によると愛

知県で 50％弱、岐阜県では 30％を超えてきている反面、三重県が 10％に満たな

いといった傾向にあります。附属の高等学校からの内部進学を含めて愛知県から

60％以上を確保し、岐阜県は 30％を維持、地元志向の強い三重県からは 10％を

目標に学生募集戦略を立て直すことで、定員充足率の向上を図ります。

④既設組織の定員充足状況

【資料 11、12、14】大学の３つの学部のうち健康栄養学科の入学定員充足率につ

いては、令和 3年度に一旦復調の兆しを見せましたが、それ以降は収容定員もあ

わせて 70％を下回っており、学部長を中心にして教育編成や募集戦略の改革を進

めておりますが、まだ結果にはつながっていない状況にあり、令和７年度募集よ

り入学定員を 60 名に削減します。

（３）学生確保の見通し

① 学生確保に向けた具体的な取り組みと見込まれる効果

ア 既設組織における取組とその目標

本学の学生確保に向けて、以下に示す取り組みを実施しています。

(a)幼児教育学科第一部の学納金の値下げ

令和 6年度入学生より幼児教育学科第一部の学納金を第三部と同じとしました。

（令和 5年度、届出済み）

これにより、学納金の負担額が、令和 5年度入学生に比べて、卒業までに 52万円減

額となります。この結果、令和 6年度の入学者は前年度を若干上回っています。 

(b)オープンキャンパスの実施
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高校生が幅広く参加できる日程を調整し、内容においても開催時期ごとに異なる内

容を設定して各学部学科領域への興味をより抱かせるように企画しています。高校

3 年生を対象とするだけでなく低学年も対象としたプログラムを設定しています。

また、保護者を対象とした「保護者ガイダンス」を実施し保護者への認知向上にも

力を入れ、長期的かつ安定的な入学者確保に力を入れています。 

現在、3月から 9月にかけて年 6回開催しており、学部学科の紹介、キャンパス案

内、入試案内、模擬授業、体験授業、個別相談を行っています。 

(c)学外進学相談会/高校内ガイダンス

本学への通学圏内である東海地方を中心に年間を通して業者主催の「学外進学相

談会」に参加しています。この機会を通じて本学各学科に興味関心のある生徒との

接点を増やすと同時に業者や高校からの依頼に基づき各高校で行われる「高校内ガ

イダンス」にも積極的に参加し、長期的かつ安定的な学生の確保に取り組んでいま

す。 

(d)高校訪問による本学取り組みの説明

現在、愛知県、岐阜県、三重県を中心に高校訪問を実施し、進路指導担当者に対

して本学の募集要項および入試要項等を手渡すと共にオープンキャンパスのポスタ

ー・チラシ類の掲示を依頼しています。各学科の 3 ポリシー（アドミッションポリ

シー・カリキュラムポリシー・デュプロマポリシー）を中心に設置の理念・育成す

る人物像、仕事内容や活躍の場などを説明し、受験生に告知していただき、本学の

認知度を高め当分野に関心のある生徒の獲得を目指していきます。 

※.令和 5年度実績 : 訪問時期 6月中旬～7月初旬に 335校、11月中旬～12月中

旬に 335 校を訪問。(訪問区域は、愛知県、岐阜県、三重県内の高校。) 

(e)教員対象入試説明会

本学主催の説明会を毎年 5 月に高校進路指導担当者向けに愛知・岐阜・三重県内

で開催しています。入試に関する情報提供のほか、本学の教育の取り組み等の情報

提供を行っています。 

※.令和 5年度実績:本学、名古屋市、岐阜市、四日市市の 4会場で開催 

(f)電子媒体(WEB サイト)

大学のホームページにおいて、大学の最新情報を発信しています。受験生がスト

レスなく知りたい情報を得られるようなデザイン、システム構築に継続的に取り組

んでいます。年々、使用頻度が高まりスマートフォンの対応も強化しています。 

(g)受験雑誌/進学サイト

受験雑誌や進学サイトにこれまで掲載してきた内容に加え、新学部設置に関する

情報提供を順次掲載し、新学部の募集に繋げていきます。当該媒体を通じた本学へ

の資料請求数は、年々増加傾向にあります。 
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イ 収容定員を変更する組織における取組とその目標

(３)①アの取り組みに加えて、修文学院高等学校の入学者の増加による本学へ
の進学

者の増加が見込まれます。 

修文学院高等学校が令和4年より男女共学化を実施し、入学者が増加しました。令

和 4 年度は 400 名を超え、令和 5 年度は 500 名を超える入学者がありました。修文

学院高等学校への入学者は「修文大学・修文大学短期大学部」への進学希望者も多

くいます。過去5年間の平均で進学者のうち、本学短期大学部に進学した学生は約 

18％でした。これをもとに算出すると、5年度の入学者 24 名に対して、大幅に増加す

ることが見込まれます。加えて入学者を増加させるため、修文学院高等学校と高大

連携による相互の教育資源を活用した学修の実践や、指定校推薦による入試改革を

推進します。このためには、修文学院高等学校と一段と高大連携や情報交換を強化

しています。高等学校入学者の約 30%は修文大学・修文大学短期大学部への進学を

希望しています。このことから、本学入学者の増加が見込まれます。 

その他、生活文化学科では、資格等の充実を図り学修内容の見直しをしていま

す。毎年、結果を大学内で再検証しています。その中で、学科の内容を高校生に紹

介する手法に欠けた点が問題点として挙げられ、インスタグラムなどで高校生に学

科の取組を伝えることに重きを置き、情報の発信をしています。また、高等学校へ

の訪問も尾張地区と岐阜市中心に重点を置き、生活文化学科の取り組み等を分かり

やすく説明することを徹底しています。また、オープンキャンパス等の内容も改善

し、高校生に生活文化学科を知ってもらうことを目的としています。 

幼児教育学科は、愛知県内には大学、短期大学、専門学校併せて 40近い幼稚園教諭

養成、保育士養成の施設がある激戦区です。県内の大学、短期大学でも入学者の減

少は大きな問題となっています。保育系の人気は下降気味です。本学では地域社会

との取り組みや、学修内容の見直し等さまざまな改革を進めています。また、広報

活動としても高等学校に対して在学生の状況報告や幼児教育学科での取り組みの紹

介を詳細に説明しています。高等学校内でも以前に比べて保育系への進学者が減っ

てきているとの回答も多くあります。本学学科の特色を分かりやすく説明し告知して

いきます。 

ウ 当該取組の実績の分析結果に基づく、収容定員を変更する組織での入学者の見込み数 

　修文学院高等学校の入学者の増加の一因として男女共学化があげられ、高等学

校の入学時希望調査では生活文化学科の医療、介護、情報に興味を示す男子学生

が何名かいたとの情報があり、令和 7年度より生活文化学科も男子学生を受け入れ

ることが決
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定いたしましたので、入学定員 80 名を充足できると期待しています。また、資格の

充実、情報発信やオープンキャンパスの改善など、教職員一丸となって取り組んで

おりますので、最低でも 80％はクリアできるものと確信しております。 

  幼児教育学科においては、附属高等学校との連携で内部進学を強化する方針によ

り保育コースからの進学者増加が期待できます。男子学生もオープンキャンパスや

学内説明会に足を運んでくれております。但し前述のように幼児教育分野の低迷を

回復するには職業イメージの改善も必要であり、少子化による求人数の減少なども

予想されるため、オープンキャンパスや高校訪問、進学説明会などで保育職の魅力

と必要性をアピールしつつ、他の養成機関との差別化を図り、学科の定員合計 80 名

を確保したいと考えております。第三部においては上記の取組で定員充足は十分確

保できると判断しております。第一部については県内の養成校の動向を念頭に置い

た入試日程、広報スケジュールの調整をしておりますが、内部進学者のみの入試を

設定して、そのうえで A.O 入試、指定校推薦の広報戦略を見直すことで充足率 80％

を達成すると見込んでおります。 

 

  ② 競合校との状況分析（立地条件、養成人材、教育内容と方法の類似性と定員充足

状況） 

 ア 競合校の選定理由と収容定員を変更する組織との比較分析、優位性 

   尾張地区で同じ鉄道沿線上に立地しており、生活文化学科、幼児教育学科と学科

構成が同じで、学問分野については、本学のオフィスキャリアコースと生活文化専

攻は類似しています。幼児教育学科においては第一部と第三部を設置しており、競

合しております。また入学定員も合計 220名とほぼ変わらず、募集地域、学生層も

本学と重なります。 

   生活文化学科の教育内容については競合校の生活文化専攻では情報デザインと総

合ビジネスの二本立てで、情報処理の資格やビジネスマネジメントのスキルを修得

します。本学ではそれに加えて、医療事務のコースがあり、取得可能な資格も充実

しています。 

   幼児教育学科は学科構成から教育内容、就職支援ともに大きな差異はありません

が、本学では食と栄養に関しては健康栄養学部の教員が授業を担当しており、地域

のイベントなどでは看護学部の学生と共同開催しています。 

   学費の面では生活文化学科と幼児教育学科第三部は本学の年間納入費用の方が高

くなっていますが、幼児教育学科第一部は昨年学費をさげておりますので、本学の

ほうが安く設定しています。 

   入試日程については直接日程が重ならないように調整しています。 
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イ、ウ 競合校の入学志願者動向および定員を充足できる根拠

競合校の入試情報ホームページ上では確認できませんでしたので、過去５年間の入

学者数と充足率【資料 15】を元にした分析では、令和 3年度までは安定した学生募集

が続いていましたが、令和 4年度に幼児教育学科が急減して、令和 5年度は全学科で

急減しています。資料にはありませんが、令和 6年度は、幼児教育学科第一部はさら

に 11名減少し、第三部は若干戻していますが、46名と令和 4年度レベルまでには届

いていません。愛知県保育系学生就職連絡協議会の調べ【資料 16】では令和 6年度の

私立大学、短期大学部で定員充足率を満たしている養成校がないという結果で、厳し

い状況にありますが、国公立大学や一部の専門学校が入学定員を充足している現状に

おいて、上述の取組で募集目標を達成できると分析しています。 

エ 学生納付金等の金額設定の理由

入学金 200,000円は全学共通事項であり、変更する予定はありません。愛知県内

の短期大学は入学金 250,000円前後で設定しておりますので遜色ないと考えており

ます。 

令和 7年度の学費内訳は【資料 17】のとおりです。令和７年度より教育充実費の

値上げを予定しております。 

競合する学校の年間学費は下記のとおりです。 

生活文化学科：授業料 600,000円、教育充実費等 470,000円、合計 1,070,000 円 

幼児教育学科第一部：生活文化学科と同じ 

幼児教育学科第三部：330,000円、教育充実費等 160,000円、合計 490,000円 

  愛知県内の短期大学の年間学費が 1,005,000円から 1,358,520円まで幅があり、本

学は低いほうに分類されます。 

第三部に関しては愛知県下３校のうち本学が一番高い学費となっております。

【資料 11】の充足率において、第三部は令和４年を除いて 80％以上を確保できて

おりますので、今回の定員変更後の状況を見据えながら、他学の動向を注視して対

策を検討していきます。 

第一部については昨年度の値下げにより、本学がどの競合校より安くなっており

ますので、金額面では十分に対抗できると分析しております。 

③ 先行事例分析

該当なし

④ 学生確保に関する実績

オープンキャンパスにおいても楽しい雰囲気を伝えることを第一にしてプログラ

ムを組み立てています。生活文化学科においてはインスタグラムなど SNSを活用し

て、さまざまな取り組みを掲載して、楽しく学べる雰囲気を発信しています。【資

料 18】に示すように、生活文化学科の中退率は 1％以下を継続していることからも
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それがうかがえます。幼児教育学科においても模擬授業は廃止して、在学生を主体

とした参加型のプログラムで、本学の雰囲気を伝えています。 

  学生アンケート【資料 19】でも先生のサポートが手厚い、学生同士の仲が良い、

楽しく学べるが上位 3位を占めています。 

 令和 5年度の卒業生に実施した学修を中心とした満足度調査結果【資料 20】につ

いては、概ね良好な結果でしたが、新型コロナ禍で学生時代を過ごしていた影響

か、クラブ活動や、学園祭、スポーツ大会などのイベントについては活動中止が多

かったので、あまり良い評価は得られていません。様々な改善点は残りますが、高

評価で卒業した学生が多く、この結果を踏まえて、高等学校からの評価向上を図

り、学生募集につなげていければと期待しております。 

④ 人材需要に関する調査

【資料 3】の過去３ヶ年の求人状況において、幼稚園、保育所、託児所関連の業種は

新型コロナ禍直下の令和３年度においてもプラスを示しており、社会的には需要過多

は継続していくものと予想されます。事務職においても令和４年度以降コロナ禍以前

の求人状況に戻り、短期大学生の需要は少子化による人材確保の困難さも手伝って、

今後しばらくは売り手市場が続くものと分析します。 

（４）定員を変更する組織の定員設定の理由

少子化による 18歳人口の減少や短期大学進学者の激減及び家政系学科、幼児教育・

保育系の志願者の減少など様々な要因により、令和 2 年度の入学定員変更後も本学の

入学者数の充足率は 100%を下回っています。このことから本学は定員充足率を達成す

るため、生活文化学科、幼児教育学科第一部、幼児教育学科第三部の 3 学科の入学定

員及び収容定員の変更をいたします。このことにより、一定水準以上の志願倍率を確

保しながら、入学定員に見合う入学者を確保することが十分可能と考えています。  

具体的には修文大学短期大学部（以下「本学」という）は入学定員の適正化を図る

ため、生活文化学科の入学定員を 100人から 80人に変更、幼児教育学科第一部の入学

定員を 50 人から 40 人に変更、幼児教育学科第三部の入学定員を 80 人から 70 人に変

更します。それに伴い、それぞれの学科の収容定員は生活文化学科を 200 人から 160

人、幼児教育学科第一部を 100 人から 80人、幼児教育学科第三部を 240人から 210人

に変更します。 
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